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世界をリードする染色体工学
現在、そして未来の創薬シーズを生み出す

注目の
研究

工学部社会システム土木系学科
構造工学研究室

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 4/30（土） 10名様
合計

文房具セット
鳥取大学オリジナル

特
集 地域に根ざす鳥取大学

つながる × 協働する

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

ふせん

シャープ
ペンシル

とりりん
クリアファイル

社会で活躍する先輩たちに今を聞く！羽ばたく
卒業生

教養の場

新任教員
紹介

地域学部／医学部／工学部
農学部附属フィールドサイエンスセンター

教養科目「政治学」



地域に根ざす鳥取大学
つながる × 協働する

本学教職員・学生と地
域のパートナーが、互い
の強みを生かして地域
課題の解決策を考える
「地域参加型研究プロ
ジェクト」の推進。

地域への関心を高め、
知識や実践的なスキル
を身に付ける「地域創生
推進プログラム」や、地
域と協働する学生課外
活動の推進。

地域住民の生涯学習や
社会人教育、リカレント
教育※の機会となる公開
講座の開催や、本学教
職員・学生が持つ知識・
技能等の発信。

鳥大と地域をつなぎ、地
域価値創造を促進する
機構の活動拠点。ミー
ティングはもちろん、成
果発表やワークショップ
等の場として利用できる。

連
携
を
深
め
、
さ
ら
に
一
歩
先
へ

　
砂
丘
地
農
業
に
関
す
る
研
究
を
皮
切
り

に
、
本
学
は
1
9
4
9
年
の
開
学
以
来
、
地

域
に
寄
り
添
っ
て
直
面
す
る
問
題
の
解
決
に

立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
今
も

変
わ
ら
ず
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
を
積
み

重
ね
て
い
る
。

　
本
学
の
研
究
や
人
材
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、「
地
域
価
値
創
造

研
究
教
育
機
構
」（
以
下
、
機
構
）だ
。
前
身

で
あ
る「
産
学
・
地
域
連
携
推
進
機
構
」の
体

制
が
見
直
し
さ
れ
、
2
0
1
7
年
10
月
よ
り
、

地
域
連
携
に
特
化
し
た
組
織
と
し
て
リ
ス

タ
ー
ト
し
た
。
副
機
構
長
の
清
水
克
彦
教
授

は
、「〝
地
域
に
根
ざ
す
大
学
〞と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
た
仕
切
り
直
し
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
貢
献
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く

し
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　
機
構
の
組
織
体
制
は
上
図
の
と
お
り
。「
地

域
連
携
U
R
A
」は
、
相
談
を
受
け
た
地
域

を
ど
の
教
員
・
研
究
と
引
き
合
わ
せ
れ
ば
解

決
へ
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
大
学
の
研
究

シ
ー
ズ
は
ど
ん
な
地
域
課
題
に
活
用
で
き
る

の
か
、
両
者
を
つ
な
ぐ
機
構
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
。

各
室
の
枠
を
越
え
て
横
断
的
に
関
わ
る
。

学
生
に
よ
る
小
さ
な
関
わ
り
も
応
援

　
さ
て
機
構
は
、
幾
つ
か
特
徴
的
な
事
業
を

特 集

地域連携URA（University Research Administrator)

鳥取大学は、「地域に根ざし国際的に飛躍する地（知）の拠点大学」というビジョンを掲げ、

社会から信頼され、地域に必要とされる存在になるべく一つ一つ歩みを進めている。

独り善がりではなく、地域社会とつながり、多様な形で協働する本学の取り組みをご紹介する。

清水  克 彦 教授

し み ず  か つ ひ こ

地域価値創造研究教育機構
副機構長

広報誌「風紋」は、新型コロナウイルス感染防止対策を十分に行った上で取材・撮影をしています。
掲載写真は全て撮影時のみマスクを外しています。

展
開
し
て
い
る
。
ま
ず
面
白
い
の
は
、
ラ
ジ
オ

番
組「
鳥
取
大
学
C
o
R
E
ラ
ジ
オ
」の
放
送

だ
。
毎
回
本
学
教
員
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
研

究
内
容
や
身
近
な
問
題
と
の
関
わ
り
等
を

話
す
と
い
う
も
の
。
放
送
は
既
に
50
回
を
超

え
て
お
り
、
過
去
の
放
送
は
ア
ー
カ
イ
ブ
で

聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た「
学
生Sm

all C
oRE Project

」は
、

地
域
社
会
と
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
等
に
関
わ
る
学
生
の
課
外
活
動
を
資
金
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
だ
。「
お
金
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
は
余
計
に
公

益
性
や
責
任
を
意
識
す
る
よ
う
で
、
具
体
的

な
成
果
が
出
せ
る
よ
う
工
夫
を
し
て
く
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
時
々
進
捗
状
況

や
方
向
性
を
確
認
す
る
程
度
で
、
あ
と
は
彼

ら
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
る
」と
い
う
。
そ
し

て「
こ
う
し
て
学
生
が
入
る
こ
と
で
、
地
域
と

の
距
離
感
が
近
く
な
っ
た
」と
、
清
水
教
授

は
そ
の
効
果
を
喜
ん
で
い
る
。

　
大
都
市
集
中
型
か
ら
地
方
分
散
型
へ
の
転

換
が
議
論
さ
れ
る
近
年
、
地
方
大
学
の
存
在

価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。「
本
学
の
研
究

は
地
域
産
業
の
核
と
な
る
は
ず
。
学
生
と
地

域
の
関
わ
り
も
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
引
っ

く
る
め
て
今
一
度
地
域
の
方
々
と
本
音
で
語

り
合
い
、
連
携
の
在
り
方
を
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
」と
清
水
教
授
。
新
た
な
創
造
を

も
た
ら
す
風
は
、
も
う
吹
き
始
め
て
い
る
。

地域参加型
研究推進室

地域創生
教育推進室

エクステンション
推進室

コミュニティ・
デザイン・ラボ

地域志向人材の育成と
県内就職・定着の増加
を目指して、県内高等教
育機関と連携し、自治体・
商工団体・学校等と協
働した取り組みの推進。

地域連携
推進室

大学の研究者とともに研究活動の企画や管理、研究成果の活用促進などを行い、研究全般を支援する役割を担っている。

※学校教育からいったん離れて社会に出た後も、それぞれの人の
　必要なタイミングで再び教育を受け、仕事と教育を繰り返すこと。
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ば
ば
の
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

駄
菓
子
で
生
み
出
す
地
域
の
交
流

　
屋
台
の
上
に
い
っ
ぱ
い
並
ん
だ
駄
菓
子
を

見
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
パ
ッ
と
明

る
く
な
っ
た
。「
か
ご
を
ど
う
ぞ
」と
店
員
の

学
生
が
優
し
く
声
を
か
け
る
と
、
早
速
お
気

に
入
り
の
お
菓
子
を
手
に
取
り
、
う
れ
し
そ

う
に
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　
地
域
学
部
の
4
名
が
取
り
組
む「
ば
ば
の

ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
地
域
の
多
世
代
が
交

流
で
き
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、
屋
台
の
駄

菓
子
屋
さ
ん
を
運
営
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
事
業
名
は
、
活
動
を
行
う
町
の
名

前
か
ら
。鳥
取
市
馬
場
町
に
あ
る
助
産
院「
産

駄菓子の販売だけでなく、季節に合ったイベントも企画。11月は
ゲーム大会を開催！ 的当てゲームやクイズ大会で盛り上がりました。

地域の方に頂いた土台をベースに、屋根を付けたりペンキを塗っ
たりして改修。「ばばのば」の看板は、1人が1文字ずつ書きました！

屋台もメンバーの手作り！毎月楽しいイベントも企画！

鳥大生
×
地域

PR
OJECT

後
ケ
ア 

や
わ
ら
か
い
風
」と
協
働
し
、
そ
の

玄
関
先
を
借
り
て
屋
台
を
開
い
て
い
る
の
だ
。

　「
今
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
。
月
1
回
で
も
交
流
で
き
る

場
所
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
」と
代
表
の
清
水
愛
結
さ

ん
。「
大
学
に
入
っ
た
ら
何
か
地
域
活
動
が
し

た
い
」と
思
っ
て
い
た
友
人
た
ち
に
声
を
か
け
、

入
学
後
す
ぐ
に
活
動
を
始
め
た
と
い
う
。

地
域
だ
け
で
な
く
学
生
も
成
長

　
子
ど
も
と
高
齢
者
、
両
者
に
共
通
す
る
も

の
を
考
え
た
と
き
、
浮
か
ん
だ
の
が「
駄
菓

子
」。「
子
ど
も
は
駄
菓
子
が
好
き
だ
し
、
高

齢
者
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
も
の
。
会
話
の

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
」。
駄
菓
子
の
販
売

だ
け
で
な
く
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
、
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
も
企
画
す
る
。
助
産
院
が
毎
月
第
3

土
曜
日
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
駄
菓

子
屋
を
開
く
と
、
多
い
と
き
は
1
0
0
名
以

上
の
親
子
、
近
隣
住
民
が
来
て
く
れ
る
と
い

う
。
清
水
さ
ん
は
、「『
楽
し
か
っ
た
』と
い
う

声
を
聞
く
と
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
ク
チ
コ

ミ
で
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
う
れ
し

い
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
と
は
い
え
、
地
域
の
人
々
と
の
協
働
は
す

ん
な
り
い
か
な
い
こ
と
も
。
お
互
い
の
意
見

が
食
い
違
っ
た
と
き
、
ど
う
す
り
合
わ
せ
て
い

け
ば
い
い
の
か
。
大
人
と
の
や
り
と
り
に
慣

れ
て
い
な
い
だ
け
に
、
悩
む
こ
と
も
多
い
よ
う

だ
。
そ
れ
で
も「
地
域
の
リ
ア
ル
を
目
の
当

た
り
に
で
き
る
し
、
座
学
で
は
学
べ
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
」と
、メ
ン
バ
ー
は
前
を
向

く
。
活
動
か
ら
多
く
の
学
び
を
得
て
、
人
間

力
を
高
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
彼
ら

の
言
葉
か
ら
よ
く
分
か
る
。「
関
わ
っ
て
く
だ

さ
る
方
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
て
い
る
活

動
。
助
産
院
の
方
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

皆
さ
ん
、
大
学
の
先
生
方
、
そ
し
て
仲
間
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
」と
清
水
さ
ん
。
は
じ
め
は
小
さ
な
活
動

で
も
、
そ
の
実
り
は
き
っ
と
大
き
な
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。

た
く
さ
ん
の
親
子
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
！

「
せ
っ
か
く
鳥
取
に
来
た
ん
だ
か
ら
、地
域
へ
出
か
け
て
活
動
し
た
い
」―

―

。

そ
う
考
え
て
自
主
的
・
主
体
的
に
課
外
活
動
に
行
う
鳥
大
生
は
結
構
多
く
い
ま
す
。

機
構
の「
学
生S

m
all C

o
R
E
 P
ro
ject

」を
活
用
し
て
、

地
域
で
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
学
生
活
動
の
一
つ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※イベントは新型コロナウイルス感染防止対策（検温、消毒、来場者管理）を十分に
　行った上で開催しています。掲載写真は全て撮影時のみマスクを外しています。
※イベントは新型コロナウイルス感染防止対策（検温、消毒、来場者管理）を十分に
　行った上で開催しています。掲載写真は全て撮影時のみマスクを外しています。

川口  大夢さん
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地域学部1年

野間  嵩央さん

の ま  た か ひ ろ

地域学部1年

清水  愛結さん

し み ず  あ ゆ

地域学部1年

岡田  悠生さん

お か だ  ゆ い

地域学部1年

ば
ば
の
ば
プ
ロ
ジ
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ク
ト
の

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

情
報
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い
ま
す
！
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ば
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プ
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ジ
ェ
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ト

駄
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地
域
の
交
流
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台
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情
が
パ
ッ
と
明

る
く
な
っ
た
。「
か
ご
を
ど
う
ぞ
」と
店
員
の

学
生
が
優
し
く
声
を
か
け
る
と
、
早
速
お
気

に
入
り
の
お
菓
子
を
手
に
取
り
、
う
れ
し
そ

う
に
ほ
ほ
笑
ん
だ
。
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4
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が
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ェ
ク
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交

流
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つ
く
ろ
う
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屋
台
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を
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し
て
い
る
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は
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産
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学
生Sm

all CoRE Project
鳥大生
×
地域

PR
OJECT

機
構
が
応
援
す
る
、学
生
の
主
体
的
な
地
域
貢
献
・
活
性
化
活
動
を
ご
紹
介
。

大
人
が
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
視
点
、ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
面
白
い
！

「
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
」を
目
指
し
、機
構
が
手
が
け
る
事
業
の
一
部
が
こ
ち
ら
。

新
た
な
創
造
や
交
流
、学
び
の
機
会
、人
材
育
成
な
ど
を
展
開
中
！

鳥取大学
×
地域

PR
OJECT

「鳥取県を通じて建築を知る、建
築を通じて鳥取県を知る」が理念。
県内の建築企業に協力していただ
きながら独自のデザインゼミ、現場
見学やコンペティション出場、空き
家改修などを行い、より深く建築
を学ぶ活動を展開している。

建築学びの団体
「CITA（シータ）」の活動

地域における困り事や相談事を、
SNSを利用して迅速に対応する仕
組みを考える活動。「ねこのて掲示
板」という、誰もが使えるオンライン
掲示板の準備が進行中。また、ス
マホ講習会を実施するなどしてデ
ジタル格差解消も目指している。

お金ではない
“支え合いのしくみ”づくり

鳥取大学鉄道研究会と西伯郡大山
町御来屋（みくりや）地区の住民が
連携し、山陰最古の「御来屋駅舎」
を拠点にした観光による地域活性
化の取り組み。昨年のキックオフイ
ベントでは、同駅待合室を活用し
て「山陰鉄道写真展」を開催した。

御来屋駅舎活性化
プロジェクト

発達障害児をもつ保護者の育児
や、その頑張りに対する自動フィード
バック機能を搭載したLINEの補助
ツール「LINE Bot（ラインボット）」を
開発。システムの環境整備を行い、
現在は数組の親子にご協力いた
だきながら動作環境をテスト中。

発達障害児をもつ
保護者を支援する「LINE Bot」

話し合いやワークショップ等にお
ける「ファシリテーション（進行）」
技術の向上を目指す研究会。県
内の自治体や学校で行われるワー
クショップに参加し、事前準備は
何が必要か、話し合いの進め方・
まとめ方などを実践形式で学ぶ。

まちづくり
ファシリテーション研究会

「旬の野菜を食卓へ結ぶ」をコンセ
プトに、野菜の栽培・販売に取り
組む農業サークルの活動。地域の
子育て応援サークルと連携し、親
子で楽しむ農業体験イベントを開
催。旬の野菜を栽培・収穫する楽
しさ、その美味しさを伝えている。

野菜オーナーになって
野菜を育てよう

農業を通して地域住民や高校生と
交流することを目的とした活動の
一つ。鳥取市青谷町の耕作放棄
地増加を食い止めようと、“もうかる
農業”の実現を目指し、「アピオス」
という芋に似た作物を青谷高等
学校の生徒と一緒に育てている。

青谷アピオス大作戦
~農業で地域とつながる~

農林業において有害なものを自然
資源と捉え、有効活用の方法を探
る活動。現在は「害虫」に焦点を
当て、昆虫食という新たな産業開
拓の可能性を模索中。害虫を捕獲
して調べたり昆虫食を実践したり、
さまざまな角度から調査している。

農林業における有害を
有益に変えるプロジェクト

鳥取市気高町浜村地区の活性化
のため、浜村地区活性化委員会に
アドバイザーとして参画。商店街や
公共施設、文化財等を視察して
分かったことや、戸別訪問で集め
たアンケートなどを基に、学生なら
ではの視点で提言を行っている。

浜村地区活性化
学生プロジェクト

各
室
の
取
り
組
み

地域参加型研究推進室
地域と連携した研究を通じ、
新たな価値を創造
地域の抱える課題を解決するための研究プロジェクトを推進・支援して
いる。より良い暮らし、伝統・文化の継承、産業の活性化や新産業の
創出など、さまざまな分野で地域住民・自治体・企業と教職員との協働
を、地域連携URAが仲立ちしながらプロジェクトを進めている。本学
農学部教員が発掘した新たな発酵微生物「ローカル酵母」を用いた
サワービール、日本酒、シードル、パン、ピザなど、地域の
スモールビジネスにおいて特色ある商品の開発に成
功したプロジェクトもあり、地域活性化など課題
解決へとつながる成果が現れている。

地域社会で活躍できる人材を育成

公開講座「サイエンス・アカデミー」は、本学教員の研究や関連トピック
を分かりやすく紹介するとともに、地域住民に生涯学習の機会を提供
する取り組み。1995年10月から始まり、これまでに延べ2万2千人以上
が受講。毎月第2・4土曜日、鳥取県立図書館を主会場に開催している。
県内の各図書館にも会場を設置してライブ中継。また近年は、Zoomを
利用して自宅でも視聴できる。昨年6月に迎えた第500回目では、中島
　光学長による記念講演を実施。菌類きのこ遺伝資源研究センターを
中心とした菌類きのこ研究、自身のカビ研究の成果を紹介した。

地域創生教育推進室

地域社会が抱える困難を直視して、その課題を創造的に解決することが
できる人材になってほしい。「地域創生推進プログラム」は、そのための
知識、デザインする力、実践力を養うことができるプログラムだ。個々の
学生の専門を背景にしつつ、地域の実情や課題の理解、それらを解決
するための汎用的な思考や企画立案の方法、プロジェクトによる協働の
方法、実務と接点のある講義、インターンシップによる現場体験、学
部教育での専門性の修得といった多層的なカリキュラムで構成。
定められた科目の単位を取得すると、修了認定証が発行される。

鳥大と地域が出会い、協働する拠点コミュニティ・デザイン・ラボ

地域と大学、学生と教職員、学生同士の出会いと、協働による地域
価値創造を促進する場として、正門を入って最初に目につく広報セン
ター内に設置。建物の外側から中の活動の様子を見ることができるし、
外部に配されたウッドデッキにより中と外の連続性が意識されており、
人が入りやすい・集まりやすい空間となっている。テーブル、いす、ホワ
イトボードは自由なレイアウトが可能。マイクやスピーカー、プロジェク
ター、Webカメラ、モニター等も完備。ミーティングや成果発表、講演会、

セミナー、ワークショップなど幅広く利用できる。

エクステンション推進室生涯学習の機会を提供する公開講座
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学
生Sm

all CoRE Project
鳥大生
×
地域

PR
OJECT

機
構
が
応
援
す
る
、学
生
の
主
体
的
な
地
域
貢
献
・
活
性
化
活
動
を
ご
紹
介
。

大
人
が
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
視
点
、ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
面
白
い
！

「
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
」を
目
指
し
、機
構
が
手
が
け
る
事
業
の
一
部
が
こ
ち
ら
。

新
た
な
創
造
や
交
流
、学
び
の
機
会
、人
材
育
成
な
ど
を
展
開
中
！

鳥取大学
×
地域

PR
OJECT

「鳥取県を通じて建築を知る、建
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掲示板の準備が進行中。また、ス
マホ講習会を実施するなどしてデ
ジタル格差解消も目指している。

お金ではない
“支え合いのしくみ”づくり

鳥取大学鉄道研究会と西伯郡大山
町御来屋（みくりや）地区の住民が
連携し、山陰最古の「御来屋駅舎」
を拠点にした観光による地域活性
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野菜オーナーになって
野菜を育てよう
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各
室
の
取
り
組
み
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定められた科目の単位を取得すると、修了認定証が発行される。
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外部に配されたウッドデッキにより中と外の連続性が意識されており、
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生
体
内
の「
大
型
客
船
」

　
医
学
や
生
物
学
な
ど
に
触
れ
る
と
き
、よ

く
細
胞
の
中
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ﹇
注
﹈と
か
遺
伝

子
と
い
っ
た
用
語
に
接
し
ま
す
。
こ
れ
ら
生
命

体
に
欠
か
せ
な
い
一
つ
ひ
と
つ
の
要
素
に
関
連

し
て
、
遺
伝
子
の
情
報
を
記
録
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
積
み
込
ん
だ「
染

色
体
」と
い
う
物
質
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
染
色
体
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ト
も
サ
ル
も
鳥
も
、
そ
の
他
多
く
の
生
き

物
た
ち
も
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
命
を
つ
な
い

で
い
ま
す
。
そ
れ
は〝
染
色
体
に
基
づ
く
も
の
〞

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
染
色
体
は
過
去
か

ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
進
化
し
変
化
し
続

け
る
余
地
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
染
色
体
医
工
学
は
も
と
も
と
、
が
ん
細
胞

の
染
色
体
研
究
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
鳥
取
大
学
医
学
部
に
、
医
学
部
と
し
て
は
、

日
本
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
生
命
科
学
科
の

押
村
光
雄
先
生（
鳥
取
大
学
、
名
誉
教
授
）

や
久
郷
裕
之
先
生（
細
胞
ゲ
ノ
ム
機
能
学
分

野
、
教
授
）た
ち
に
よ
る
研
究
が
基
礎
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ヒ
ト
に
は
23
対
46
本
の
染
色
体

が
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
を
詳
し
く
見
て

い
く
と
特
定
の
染
色
体
が
抜
け
落
ち
る
現
象

（
染
色
体
異
常
）が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
で
あ

れ
ば
、
正
常
な
細
胞
か
ら
そ
の
抜
け
落
ち
た

染
色
体
を
が
ん
細
胞
に
入
れ
て
み
て
は
ど
う

か
と
考
え
、「
望
み
の
染
色
体
を
細
胞
か
ら
取

り
出
し
て
移
し
替
え
る
」技
術
の
開
発
に
成

功
し
た
の
が
染
色
体
医
工
学
の
発
端
と
な
っ

て
い
る
の
で
す（
図
１
）。

　
そ
れ
に
し
て
も
一
つ
ひ
と
つ
の
ヒ
ト
細
胞
に

あ
る
46
本
の
染
色
体
上
に
は
60
億
パ
タ
ー
ン

（
塩
基
対
）の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
り
、
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

上
に
は
約
2
万
1
0
0
0
種
類
の
遺
伝
子
が

コ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
ひ
と
つ
の
染
色
体
に
は
、
膨
大
な
数
の
Ｄ

Ｎ
Ａ（
遺
伝
子
）が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
そ
れ
ら
を
積
み

込
ん
で
い
る
染
色
体
の
こ
と
を
生
体
内
の
大

海
原
を
航
海
す
る
豪
華
な「
大
型
客
船
」と
例

え
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

空
っ
ぽ
か
ら
の
リ
ス
タ
ー
ト

　
こ
の
大
型
客
船
に
は
、
生
命
体
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
多
く
の
因
子（
乗
船
者
や
荷
物
）が

乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
型
客
船
の
船
体
や

必
要
素
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
乗
っ
て
い
る
す

べ
て
の
因
子
に
、い
っ
た
ん
下
船
し
て
い
た
だ

く
。
つ
ま
り
、
ま
ず
は
ク
リ
ア
な
状
態
の
空
っ

ぽ
な
船
に
仕
立
て
て
み
よ
う
と
考
え
て
つ
く
っ

た
の
が
人
工
染
色
体
で
す
。
そ
し
て
空
っ
ぽ
に

し
た
船
に
、
今
度
は
必
要
と
さ
れ
る
任
意
の

因
子（
遺
伝
子
）を
積
み
込
ん
で
、
細
胞
内
や

生
体
内
で
の
新
し
い
航
海
に
出
て
も
ら
い
ま

す
。
人
工
染
色
体
は
そ
の
積
載
量
が
と
て
も

大
き
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
遺
伝
子
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す（
図
２
）。

　
で
は
、こ
の
人
工
染
色
体
を
用
い
て
何
が
で

き
る
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
難
病
の
治
療
に
有

効
な
新
し
い
薬
の
開
発
、
す
な
わ
ち
創
薬
研

究
と
そ
の
実
用
化
に
役
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、

未
知
遺
伝
子
の
機
能
の
解
明
に
つ
な
が
る
基

礎
研
究
に
資
す
る
新
た
な
知
見
を
提
供
で
き

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ

ま
で
に
、i
P
S
細
胞（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）

を
用
い
て
患
者
さ
ん
で
欠
損
し
て
い
る
遺
伝
子

を
ヒ
ト
人
工
染
色
体
に
組
み
込
み
、難
病「
デ
ュ

シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」の
遺
伝
子
修

復
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
得
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
候
群
に
関
連
し
て
発
症
す
る

と
さ
れ
る
白
血
病
に
関
わ
る
モ
デ
ル
細
胞
の
作

製
な
ど（
図
1
右
）、
染
色
体
医
工
学
に
よ
る

最
新
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
型
実
験
動
物
か
ら
の
恩
恵

　
が
ん
な
ど
の
疾
患
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な

感
染
症
の
新
し
い
治
療
薬
は
、
研
究
段
階
か
ら

一
足
飛
び
に
実
用
化
に
結
び
付
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
治
療
薬

の
安
全
性
評
価
や
治
療
薬
の
候
補
を
作
り
出

す
た
め
に
、
染
色
体
医
工
学
の
技
術
を
マ
ウ
ス

な
ど
に
活
か
し
て「
ヒ
ト
型
モ
デ
ル
動
物
」の
開

発
に
も
役
立
て
て
い
ま
す（
図
２
・
３
）。

　
ヒ
ト
と
実
験
動
物（
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
な
ど
）

で
は
体
内
で
の
薬
物
代
謝
酵
素
に
違
い
が
あ

り
、こ
れ
を
種
差
と
言
い
ま
す
が
、こ
の
種
差

が
原
因
で
治
療
薬
の
ヒ
ト
で
の
安
全
性
を
実

験
動
物
で
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、「
人
工
染
色
体
」を
用
い
て
薬

物
代
謝
酵
素
の
遺
伝
子
を
置
き
換
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
ヒ
ト
と
同
じ
よ
う
な
薬
の
代
謝
を
す

る〝
ヒ
ト
型
の
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
〞を
作
製
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
動
物
の
助
け
を
借

り
て
、
新
薬
の
有
効
性
や
安
全
性
の
実
証
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
別
の
ヒ
ト
型
動
物
の
例
で
は
、ヒ
ト
型
抗
体

産
生
マ
ウ
ス
の
開
発
に
成
功
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
新
し
い
治
療
薬（
抗
体

医
薬
品
）の
創
出
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
本
来
マ
ウ
ス
は

ヒ
ト
に
と
っ
て
は
異
物
で
あ
る
マ
ウ
ス
の
抗
体
、

す
な
わ
ち
ヒ
ト
に
副
作
用
を
も
た
ら
す
抗
体

し
か
つ
く
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、「
人
工
染
色
体
」

の
力
を
借
り
て
マ
ウ
ス
に
ヒ
ト
の
抗
体
を
産
生

す
る
能
力
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ヒ
ト
型

マ
ウ
ス
か
ら
ヒ
ト
に
対
し
て
安
全
性
の
高
い「
抗

体
医
薬
品
の
種（
シ
ー
ズ
）」を
開
発
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
国
立
感
染
症
研
究

所
、
北
海
道
大
学
、
株
式
会
社Trans Chro-

m
osom

ics

な
ど
と
の
共
同
研
究
で
、こ
の
ヒ

ト
型
マ
ウ
ス
を
使
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

そ
の
他
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
抗
体
医

薬
品
シ
ー
ズ
の
作
製
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
人
工
染
色
体
の
研
究
に
つ
い
て
私
は
生
命

体
の
中
の「
大
型
客
船
」の
役
割
を
例
え
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
船
に
乗
り
込
む
乗
船
者
や

荷
物
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ノ
ム
解
析
や
遺
伝
子
機

能
解
析
の
研
究
か
ら
、
自
分
た
ち
で
選
ん
だ

船
の
中
身
を
作
る
研
究
、
す
な
わ
ち「
デ
ザ
イ

ン
」し
た
細
胞
や
動
物
を
創
る
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
大
型
客
船
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
デ
ザ

イ
ン
細
胞
」や「
デ
ザ
イ
ン
動
物
」の
創
成
が
可

能
で
あ
り
、
未
来
の
医
療
や
幅
広
い
生
命
科

学
研
究
に
染
色
体
医
工
学
が
貢
献
で
き
る
と

期
待
し
て
い
ま
す（
図
３
）。

世界をリードする染色体医工学
　　現在、そして未来の
創薬シーズを生み出す

「地球の歴史は地層に、生物の歴史は染色体に記されてある（遺伝学者：
木原均博士）」とも表される染色体。膨大な数の細胞で成り立つ個々の
生物ですが、その細胞一つひとつにある染色体の働きや機能を活かして
疾患発症の原因解明や創薬に役立てようとしています。

香月  康 宏 准教授

か づ き  や す ひ ろ

医学部生命科学科分子細胞生物
学講座細胞ゲノム機能学分野

注  目  の  研  究

専門 染色体医工学／合成生物学
実験動物学

趣味 サッカー

デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
。
遺
伝
子
の
情
報
を

記
録
し
て
い
る
物
質
で
遺
伝
子
そ
の
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
D
N
A
に
記
録
さ
れ
て

い
る
全
遺
伝
子
情
報
を「
ゲ
ノ
ム
」と
い
う
。

図2　ヒトおよびマウス人工染色体とトランスクロモソミック細胞・動物の構築方法

図1　望みの染色体を目的の細胞に導入する方法図3　人工染色体を用いたデザイン細胞・動物による基礎研究から創薬研究
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生
体
内
の「
大
型
客
船
」

　
医
学
や
生
物
学
な
ど
に
触
れ
る
と
き
、よ

く
細
胞
の
中
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ﹇
注
﹈と
か
遺
伝

子
と
い
っ
た
用
語
に
接
し
ま
す
。
こ
れ
ら
生
命

体
に
欠
か
せ
な
い
一
つ
ひ
と
つ
の
要
素
に
関
連

し
て
、
遺
伝
子
の
情
報
を
記
録
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
積
み
込
ん
だ「
染

色
体
」と
い
う
物
質
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
染
色
体
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ト
も
サ
ル
も
鳥
も
、
そ
の
他
多
く
の
生
き

物
た
ち
も
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
命
を
つ
な
い

で
い
ま
す
。
そ
れ
は〝
染
色
体
に
基
づ
く
も
の
〞

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
染
色
体
は
過
去
か

ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
進
化
し
変
化
し
続

け
る
余
地
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
染
色
体
医
工
学
は
も
と
も
と
、
が
ん
細
胞

の
染
色
体
研
究
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
鳥
取
大
学
医
学
部
に
、
医
学
部
と
し
て
は
、

日
本
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
生
命
科
学
科
の

押
村
光
雄
先
生（
鳥
取
大
学
、
名
誉
教
授
）

や
久
郷
裕
之
先
生（
細
胞
ゲ
ノ
ム
機
能
学
分

野
、
教
授
）た
ち
に
よ
る
研
究
が
基
礎
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ヒ
ト
に
は
23
対
46
本
の
染
色
体

が
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
を
詳
し
く
見
て

い
く
と
特
定
の
染
色
体
が
抜
け
落
ち
る
現
象

（
染
色
体
異
常
）が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
で
あ

れ
ば
、
正
常
な
細
胞
か
ら
そ
の
抜
け
落
ち
た

染
色
体
を
が
ん
細
胞
に
入
れ
て
み
て
は
ど
う

か
と
考
え
、「
望
み
の
染
色
体
を
細
胞
か
ら
取

り
出
し
て
移
し
替
え
る
」技
術
の
開
発
に
成

功
し
た
の
が
染
色
体
医
工
学
の
発
端
と
な
っ

て
い
る
の
で
す（
図
１
）。

　
そ
れ
に
し
て
も
一
つ
ひ
と
つ
の
ヒ
ト
細
胞
に

あ
る
46
本
の
染
色
体
上
に
は
60
億
パ
タ
ー
ン

（
塩
基
対
）の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
り
、
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

上
に
は
約
2
万
1
0
0
0
種
類
の
遺
伝
子
が

コ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
ひ
と
つ
の
染
色
体
に
は
、
膨
大
な
数
の
Ｄ

Ｎ
Ａ（
遺
伝
子
）が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
そ
れ
ら
を
積
み

込
ん
で
い
る
染
色
体
の
こ
と
を
生
体
内
の
大

海
原
を
航
海
す
る
豪
華
な「
大
型
客
船
」と
例

え
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

空
っ
ぽ
か
ら
の
リ
ス
タ
ー
ト

　
こ
の
大
型
客
船
に
は
、
生
命
体
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
多
く
の
因
子（
乗
船
者
や
荷
物
）が

乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
型
客
船
の
船
体
や

必
要
素
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
乗
っ
て
い
る
す

べ
て
の
因
子
に
、い
っ
た
ん
下
船
し
て
い
た
だ

く
。
つ
ま
り
、
ま
ず
は
ク
リ
ア
な
状
態
の
空
っ

ぽ
な
船
に
仕
立
て
て
み
よ
う
と
考
え
て
つ
く
っ

た
の
が
人
工
染
色
体
で
す
。
そ
し
て
空
っ
ぽ
に

し
た
船
に
、
今
度
は
必
要
と
さ
れ
る
任
意
の

因
子（
遺
伝
子
）を
積
み
込
ん
で
、
細
胞
内
や

生
体
内
で
の
新
し
い
航
海
に
出
て
も
ら
い
ま

す
。
人
工
染
色
体
は
そ
の
積
載
量
が
と
て
も

大
き
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
遺
伝
子
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す（
図
２
）。

　
で
は
、こ
の
人
工
染
色
体
を
用
い
て
何
が
で

き
る
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
難
病
の
治
療
に
有

効
な
新
し
い
薬
の
開
発
、
す
な
わ
ち
創
薬
研

究
と
そ
の
実
用
化
に
役
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、

未
知
遺
伝
子
の
機
能
の
解
明
に
つ
な
が
る
基

礎
研
究
に
資
す
る
新
た
な
知
見
を
提
供
で
き

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ

ま
で
に
、i
P
S
細
胞（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）

を
用
い
て
患
者
さ
ん
で
欠
損
し
て
い
る
遺
伝
子

を
ヒ
ト
人
工
染
色
体
に
組
み
込
み
、難
病「
デ
ュ

シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」の
遺
伝
子
修

復
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
得
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
候
群
に
関
連
し
て
発
症
す
る

と
さ
れ
る
白
血
病
に
関
わ
る
モ
デ
ル
細
胞
の
作

製
な
ど（
図
1
右
）、
染
色
体
医
工
学
に
よ
る

最
新
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
型
実
験
動
物
か
ら
の
恩
恵

　
が
ん
な
ど
の
疾
患
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な

感
染
症
の
新
し
い
治
療
薬
は
、
研
究
段
階
か
ら

一
足
飛
び
に
実
用
化
に
結
び
付
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
治
療
薬

の
安
全
性
評
価
や
治
療
薬
の
候
補
を
作
り
出

す
た
め
に
、
染
色
体
医
工
学
の
技
術
を
マ
ウ
ス

な
ど
に
活
か
し
て「
ヒ
ト
型
モ
デ
ル
動
物
」の
開

発
に
も
役
立
て
て
い
ま
す（
図
２
・
３
）。

　
ヒ
ト
と
実
験
動
物（
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
な
ど
）

で
は
体
内
で
の
薬
物
代
謝
酵
素
に
違
い
が
あ

り
、こ
れ
を
種
差
と
言
い
ま
す
が
、こ
の
種
差

が
原
因
で
治
療
薬
の
ヒ
ト
で
の
安
全
性
を
実

験
動
物
で
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、「
人
工
染
色
体
」を
用
い
て
薬

物
代
謝
酵
素
の
遺
伝
子
を
置
き
換
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
ヒ
ト
と
同
じ
よ
う
な
薬
の
代
謝
を
す

る〝
ヒ
ト
型
の
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
〞を
作
製
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
動
物
の
助
け
を
借

り
て
、
新
薬
の
有
効
性
や
安
全
性
の
実
証
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
別
の
ヒ
ト
型
動
物
の
例
で
は
、ヒ
ト
型
抗
体

産
生
マ
ウ
ス
の
開
発
に
成
功
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
新
し
い
治
療
薬（
抗
体

医
薬
品
）の
創
出
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
本
来
マ
ウ
ス
は

ヒ
ト
に
と
っ
て
は
異
物
で
あ
る
マ
ウ
ス
の
抗
体
、

す
な
わ
ち
ヒ
ト
に
副
作
用
を
も
た
ら
す
抗
体

し
か
つ
く
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、「
人
工
染
色
体
」

の
力
を
借
り
て
マ
ウ
ス
に
ヒ
ト
の
抗
体
を
産
生

す
る
能
力
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
ヒ
ト
型

マ
ウ
ス
か
ら
ヒ
ト
に
対
し
て
安
全
性
の
高
い「
抗

体
医
薬
品
の
種（
シ
ー
ズ
）」を
開
発
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
国
立
感
染
症
研
究

所
、
北
海
道
大
学
、
株
式
会
社Trans Chro-

m
osom

ics

な
ど
と
の
共
同
研
究
で
、こ
の
ヒ

ト
型
マ
ウ
ス
を
使
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

そ
の
他
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
抗
体
医

薬
品
シ
ー
ズ
の
作
製
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
人
工
染
色
体
の
研
究
に
つ
い
て
私
は
生
命

体
の
中
の「
大
型
客
船
」の
役
割
を
例
え
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
船
に
乗
り
込
む
乗
船
者
や

荷
物
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ノ
ム
解
析
や
遺
伝
子
機

能
解
析
の
研
究
か
ら
、
自
分
た
ち
で
選
ん
だ

船
の
中
身
を
作
る
研
究
、
す
な
わ
ち「
デ
ザ
イ

ン
」し
た
細
胞
や
動
物
を
創
る
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
大
型
客
船
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
デ
ザ

イ
ン
細
胞
」や「
デ
ザ
イ
ン
動
物
」の
創
成
が
可

能
で
あ
り
、
未
来
の
医
療
や
幅
広
い
生
命
科

学
研
究
に
染
色
体
医
工
学
が
貢
献
で
き
る
と

期
待
し
て
い
ま
す（
図
３
）。

世界をリードする染色体医工学
　　現在、そして未来の
創薬シーズを生み出す

「地球の歴史は地層に、生物の歴史は染色体に記されてある（遺伝学者：
木原均博士）」とも表される染色体。膨大な数の細胞で成り立つ個々の
生物ですが、その細胞一つひとつにある染色体の働きや機能を活かして
疾患発症の原因解明や創薬に役立てようとしています。

香月  康 宏 准教授

か づ き  や す ひ ろ

医学部生命科学科分子細胞生物
学講座細胞ゲノム機能学分野

注  目  の  研  究

専門 染色体医工学／合成生物学
実験動物学

趣味 サッカー

デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
。
遺
伝
子
の
情
報
を

記
録
し
て
い
る
物
質
で
遺
伝
子
そ
の
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
D
N
A
に
記
録
さ
れ
て

い
る
全
遺
伝
子
情
報
を「
ゲ
ノ
ム
」と
い
う
。

図2　ヒトおよびマウス人工染色体とトランスクロモソミック細胞・動物の構築方法

図1　望みの染色体を目的の細胞に導入する方法図3　人工染色体を用いたデザイン細胞・動物による基礎研究から創薬研究
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さまざまな事象に潜むメカニズムを解明し安全に貢献

鹿島建設、大林組、大成建設、奥村組、
三井住友建設、川崎重工業、瀧上工業、

高田機工、駒井ハルテック、
建設技術研究所、東亜建設工業

研究室対抗ソフトボール大会
(感染症対策のためここ2年は中止)

直近5年以内の
卒業生の主な進路

構造工学研究室
工学部社会システム土木系学科

谷 口  朋 代 教授担当教員

　窓から差し込む陽光、川の流れ、人や車の動き―。そんな日常の
光景の多くを、数式に表すことができるという。世の中のさまざまな事
象について、その後ろに隠れているメカニズムを物理的、数学的に解
明。数字やグラフで表すことで安全性を客観的に評価する方法の確
立へとつなげ、人々が安心して暮らせる生活の土台づくりに貢献する。
　学生はテーマを自分で見つけ、それぞれの研究に取り組む。「成
果の得られる研究もあれば、思うように進まないものもある。でも、
結果はそんなに気にしなくていい。自分の興味あるテーマに、がむしゃ
らに取り組んた先に見えてくるものがある」と教授。数字と真摯に向
き合いながら、物事の本質を見極める力を身に付けていく。
　週1回開かれるゼミでは、1人の発表に対して必ず全員が質問する
決まりとなっている。「そうすることで、それぞれが得た知識に興味を
持ち、お互いに知識量を増やすことができる」と谷口教授。研究ばか
りでなく、毎年恒例の土木工学プログラムの研究室対抗ソフトボール
大会では、教員と学部4年生、大学院生でチームを構成し、ボールを
追いかけ汗を流すことも。こうして親睦を深め、リフレッシュを図るこ
とが研究意欲の継続や新たな発想へとつながっている。

※撮影時のみマスクを外してます。

私 た  ち  の
研 究  室

地
震
発
生
時
の
構
造
物
の
動
き
を

数
式
で
表
し
、
安
全
な
設
計
に
生
か
す

　

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
建
物
や
橋
、

液
体
貯
蔵
用
タ
ン
ク
、
大
き
な
石
像
な

ど
、
わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い

た
り
、
身
近
に
あ
っ
た
り
す
る
構
造
物

や
置
き
物
も
、
地
面
の
揺
れ
と
一
緒
に

動
き
ま
す
。
建
物
や
橋
の
よ
う
に
基
礎

に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
い
る
構
造

物
は
、
地
震
の
揺
れ
に
対
す
る
応
答
の

仕
方
は
一
つ
の
数
式
で
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
タ
ン
ク
や
大
き
な

石
像
な
ど
の
必
ず
し
も
基
礎
に
固
定
さ

れ
て
い
な
い
構
造
物
は
、
地
震
の
揺
れ

に
対
し
て
部
分
的
に
浮
き
上
が
っ
た

り
、
滑
っ
て
動
い
た
り
す
る
た
め
、
例
え

ば
浮
き
上
が
る
前
と
浮
き
上
が
っ
た
後

で
は
、
数
式
を
入
れ
替
え
な
が
ら
計
算

し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
現
象
を
解
明
す
る
た
め
、
地
震

の
よ
う
な
振
動
を
発
生
さ
せ
る
水
平
振

動
台
を
用
い
て
、
タ
ン
ク
や
石
像
な
ど

が
揺
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
応
答
す

る
の
か
を
高
速
度
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
測

定
。
そ
の
結
果
を
応
答
に
関
係
す
る

物
理
量
を
見
極
め
て
作
っ
た
数
式
の
解

析
結
果
や
グ
ラ
フ
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
地
震
発
生
時
の
構
造
物
の
動
き
を

数
値
で
評
価
す
る
方
法
の
確
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
や
建
物
な
ど
に
ひ
び
割

れ
が
生
じ
た
後
の
固
有
振
動
数﹇
※
﹈は
、

ひ
び
割
れ
が
な
い
状
態
の
そ
れ
の
千
分

の
1
〜
1
万
分
の
1
ほ
ど
し
か
変
化
し

な
い
と
い
う
解
析
解
を
得
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
は
、
ひ
び
割
れ
な
ど
の
損
傷
を

よ
り
小
さ
い
う
ち
に
、よ
り
精
度
高
く

発
見
で
き
る
技
術
の
開
発
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
細
や
か
で
丁
寧
な
数
量
的

判
断
の
積
み
重
ね
に
よ
る
客
観
的
な
判

断
基
準
を
考
慮
し
た
、
よ
り
丈
夫
で
安

全
な
構
造
物
の
設
計
方
法
や
、
よ
り
確

か
な
日
頃
の
点
検
方
法
な
ど
の
創
出
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
々
研
究

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　橋の主桁の下に免震装置を取り付けて
耐震補強を行ったものを「免震橋」といいま
す。橋は、両端にある橋台と主桁の間に、
温度変化による主桁の伸縮を逃がすための
遊間（適正な隙間）が設けられています。
免震橋は地震発生時に主桁を大きく動かし
て地震の影響を最小限に抑えるような造り
になっていますが、遊間の広さは限られた
範囲の中で設定しないといけません。そこ
で、橋の中程に橋脚を有する免震橋を対象
に、橋脚の振動特性を考慮して最適な遊間
を設定する方法の開発を目指しています。

地震に強い最適な数値を
持つ橋の設計法を開発

　同じ地震の大きさでも、建築材料の
違いや高さ、重さなどによって建物の揺
れ方は変わってきます。地震に対して
個々の建物が揺れやすい周期を「固有
周期」といいます。建物の揺れは時間
とともに弱まっていきますが、その弱まっ
ていく程度を示すのが「減衰定数」です。
固有周期または減衰定数が異なる構造
物同士の最大応答の関係を解析的に
明らかにし、重要な情報をできるだけ簡
潔に見出して、より地震に強い設計に
役立てるための解析を進めています。

地震に対する性質を解析し
強い建物づくりに生かす

谷口  朋 代  教授
た に ぐ ち  と も よ

工学部社会システム土木系学科

　日本の伝統的な木造の建物は、横架
材という横に渡った木材に穴を開けて、
柱を縦向きに立ててはめ込む軸組工法
で造られています。地震で柱が動いて
も、木材の持つ軟らかさと耐力により、
横架材に柱の接地面がめり込むような
形で止まり、倒壊を免れるという例が多
数あります。横架材への柱の接地面の
めり込み方が伝統的な木造建築の耐震
性能にどのように影響しているのかにつ
いて、四角い柱だけではなく丸柱も用い
て物理的、数学的に解析しています。

伝統的な木造建築の
耐震性能の秘密を探る

か い え だ  た く み

海江田  巧 さん
博士課程
1年

建物や橋が地震の時にどう揺れるのかを物理や数学を使って調べています建物や橋が地震の時にどう揺れるのかを物理や数学を使って調べています

や の  け ん い ち ろう

矢野  健一郎 さん
修士課程
2年

は な さ か  か ず き

花坂  和樹 さん
修士課程
2年

ゆうかん

※固有振動数：構造物が揺れやすい振動数のこと
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さまざまな事象に潜むメカニズムを解明し安全に貢献

鹿島建設、大林組、大成建設、奥村組、
三井住友建設、川崎重工業、瀧上工業、

高田機工、駒井ハルテック、
建設技術研究所、東亜建設工業

研究室対抗ソフトボール大会
(感染症対策のためここ2年は中止)

直近5年以内の
卒業生の主な進路

構造工学研究室
工学部社会システム土木系学科

谷 口  朋 代 教授担当教員

　窓から差し込む陽光、川の流れ、人や車の動き―。そんな日常の
光景の多くを、数式に表すことができるという。世の中のさまざまな事
象について、その後ろに隠れているメカニズムを物理的、数学的に解
明。数字やグラフで表すことで安全性を客観的に評価する方法の確
立へとつなげ、人々が安心して暮らせる生活の土台づくりに貢献する。
　学生はテーマを自分で見つけ、それぞれの研究に取り組む。「成
果の得られる研究もあれば、思うように進まないものもある。でも、
結果はそんなに気にしなくていい。自分の興味あるテーマに、がむしゃ
らに取り組んた先に見えてくるものがある」と教授。数字と真摯に向
き合いながら、物事の本質を見極める力を身に付けていく。
　週1回開かれるゼミでは、1人の発表に対して必ず全員が質問する
決まりとなっている。「そうすることで、それぞれが得た知識に興味を
持ち、お互いに知識量を増やすことができる」と谷口教授。研究ばか
りでなく、毎年恒例の土木工学プログラムの研究室対抗ソフトボール
大会では、教員と学部4年生、大学院生でチームを構成し、ボールを
追いかけ汗を流すことも。こうして親睦を深め、リフレッシュを図るこ
とが研究意欲の継続や新たな発想へとつながっている。

※撮影時のみマスクを外してます。

私 た  ち  の
研 究  室

地
震
発
生
時
の
構
造
物
の
動
き
を

数
式
で
表
し
、
安
全
な
設
計
に
生
か
す

　

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
建
物
や
橋
、

液
体
貯
蔵
用
タ
ン
ク
、
大
き
な
石
像
な

ど
、
わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い

た
り
、
身
近
に
あ
っ
た
り
す
る
構
造
物

や
置
き
物
も
、
地
面
の
揺
れ
と
一
緒
に

動
き
ま
す
。
建
物
や
橋
の
よ
う
に
基
礎

に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
い
る
構
造

物
は
、
地
震
の
揺
れ
に
対
す
る
応
答
の

仕
方
は
一
つ
の
数
式
で
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
タ
ン
ク
や
大
き
な

石
像
な
ど
の
必
ず
し
も
基
礎
に
固
定
さ

れ
て
い
な
い
構
造
物
は
、
地
震
の
揺
れ

に
対
し
て
部
分
的
に
浮
き
上
が
っ
た

り
、
滑
っ
て
動
い
た
り
す
る
た
め
、
例
え

ば
浮
き
上
が
る
前
と
浮
き
上
が
っ
た
後

で
は
、
数
式
を
入
れ
替
え
な
が
ら
計
算

し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
現
象
を
解
明
す
る
た
め
、
地
震

の
よ
う
な
振
動
を
発
生
さ
せ
る
水
平
振

動
台
を
用
い
て
、
タ
ン
ク
や
石
像
な
ど

が
揺
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
応
答
す

る
の
か
を
高
速
度
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
測

定
。
そ
の
結
果
を
応
答
に
関
係
す
る

物
理
量
を
見
極
め
て
作
っ
た
数
式
の
解

析
結
果
や
グ
ラ
フ
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
地
震
発
生
時
の
構
造
物
の
動
き
を

数
値
で
評
価
す
る
方
法
の
確
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
や
建
物
な
ど
に
ひ
び
割

れ
が
生
じ
た
後
の
固
有
振
動
数﹇
※
﹈は
、

ひ
び
割
れ
が
な
い
状
態
の
そ
れ
の
千
分

の
1
〜
1
万
分
の
1
ほ
ど
し
か
変
化
し

な
い
と
い
う
解
析
解
を
得
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
は
、
ひ
び
割
れ
な
ど
の
損
傷
を

よ
り
小
さ
い
う
ち
に
、よ
り
精
度
高
く

発
見
で
き
る
技
術
の
開
発
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
細
や
か
で
丁
寧
な
数
量
的

判
断
の
積
み
重
ね
に
よ
る
客
観
的
な
判

断
基
準
を
考
慮
し
た
、
よ
り
丈
夫
で
安

全
な
構
造
物
の
設
計
方
法
や
、
よ
り
確

か
な
日
頃
の
点
検
方
法
な
ど
の
創
出
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
々
研
究

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　橋の主桁の下に免震装置を取り付けて
耐震補強を行ったものを「免震橋」といいま
す。橋は、両端にある橋台と主桁の間に、
温度変化による主桁の伸縮を逃がすための
遊間（適正な隙間）が設けられています。
免震橋は地震発生時に主桁を大きく動かし
て地震の影響を最小限に抑えるような造り
になっていますが、遊間の広さは限られた
範囲の中で設定しないといけません。そこ
で、橋の中程に橋脚を有する免震橋を対象
に、橋脚の振動特性を考慮して最適な遊間
を設定する方法の開発を目指しています。

地震に強い最適な数値を
持つ橋の設計法を開発

　同じ地震の大きさでも、建築材料の
違いや高さ、重さなどによって建物の揺
れ方は変わってきます。地震に対して
個々の建物が揺れやすい周期を「固有
周期」といいます。建物の揺れは時間
とともに弱まっていきますが、その弱まっ
ていく程度を示すのが「減衰定数」です。
固有周期または減衰定数が異なる構造
物同士の最大応答の関係を解析的に
明らかにし、重要な情報をできるだけ簡
潔に見出して、より地震に強い設計に
役立てるための解析を進めています。

地震に対する性質を解析し
強い建物づくりに生かす

谷口  朋 代  教授
た に ぐ ち  と も よ

工学部社会システム土木系学科

　日本の伝統的な木造の建物は、横架
材という横に渡った木材に穴を開けて、
柱を縦向きに立ててはめ込む軸組工法
で造られています。地震で柱が動いて
も、木材の持つ軟らかさと耐力により、
横架材に柱の接地面がめり込むような
形で止まり、倒壊を免れるという例が多
数あります。横架材への柱の接地面の
めり込み方が伝統的な木造建築の耐震
性能にどのように影響しているのかにつ
いて、四角い柱だけではなく丸柱も用い
て物理的、数学的に解析しています。

伝統的な木造建築の
耐震性能の秘密を探る

か い え だ  た く み

海江田  巧 さん
博士課程
1年

建物や橋が地震の時にどう揺れるのかを物理や数学を使って調べています建物や橋が地震の時にどう揺れるのかを物理や数学を使って調べています

や の  け ん い ち ろう

矢野  健一郎 さん
修士課程
2年

は な さ か  か ず き

花坂  和樹 さん
修士課程
2年

ゆうかん

※固有振動数：構造物が揺れやすい振動数のこと
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社会で活躍する先輩た ちに今を聞く!卒業生から「メッセージ」が届きました
。

羽　  く
卒 業  生

ばた

シミュレーションと人工知能を活用
し、新規材料探索および実験指針
の策定、研究開発速度の加速に貢
献しています。

昭和電工株式会社　勤務（研究職）
大学院持続性社会創生科学研究科
工学専攻機械宇宙工学コース
令和元年度（2019年度）修了

PROFILE

角田  皓 亮 さん

か く だ  こ う す け

工学部
学
中
は
、物
理
学
・
数
学
・

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

駆
使
し
て
、
次
世
代
有
機
デ
バ
イ

ス
材
料
の
開
発
を
理
論
計
算
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学

院
に
進
学
後
は
産
官
学
連
携
し

た
幅
広
い
研
究
を
行
い
、
就
活
時

は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る

環
境
や
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
の
で
き
る
企
業
を
志
望

し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
電
工
で
は
、
入
社
1
年
目

か
ら
事
業
規
模
の
大
き
い
テ
ー
マ

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
高
い
専
門
性
や
現
場
と

の
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
る
中
で
、
新
人
で
あ
っ
た

私
は
な
か
な
か
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
と
き
に
支
え
に
な
っ
て
く

れ
る
の
は
上
司
や
先
輩
、
培
っ
て

き
た
経
験
と
知
識
に
な
り
ま
す
。

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、

不
撓
不
屈
の
精
神
で
取
り
組
み
、

成
果
を
出
せ
た
こ
と
は
大
き
な
自

信
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
自
身
の
ス
キ

ル
を
磨
き
、
計
算
科
学
よ
り
事
業

／
開
発
の
強
化
・
加
速
・
牽
引
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

在

1、2歳合同クラスの1歳児担任をして
います。子どもたちが安心して過ごす
ことができるよう生活面を援助したり、
毎日楽しい保育を考えたりしています。

大阪府柏原市こくぶこども園　勤務
（保育士）
地域学部地域学科 人間形成コース
令和2年度卒業

PROFILE

檜垣  早 苗 さん

ひ が き  さ な え

地域学部
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然

豊
か
な
場
所
で
の
び
の
び

と
育
つ
こ
と
が
で
き
る
保
育
を
し

た
い
と
思
い
、
鳥
取
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
で
は
幼
児
教
育

選
修
に
所
属
し
、
約
半
年
の
期
間

を
使
っ
て
一
つ
の
劇
を
完
成
さ
せ

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
題
材
を
選
び
、
演
出
を

考
え
、
衣
装
や
小
道
具
な
ど
一
か

ら
作
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

仲
間
と
創
り
上
げ
た
達
成
感
が
、

今
保
育
現
場
に
入
っ
て
か
ら
の
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
で
鳥
取
の
自
然
豊
か

な
土
地
で
保
育
を
見
た
り
、
講
義

で
森
の
よ
う
ち
え
ん
や
、
保
育
に

お
け
る
環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
を

知
っ
た
り
、
鳥
取
な
ら
で
は
の
学

び
を
得
ま
し
た
。

　
働
き
始
め
、
先
日
あ
っ
た
作
品

展
で
は
自
分
の
技
術
不
足
に
落
ち

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仲

間
と
協
力
し
て
作
る
こ
と
の
楽
し

さ
、
達
成
感
を
思
い
出
し
、
今
の

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
精
い
っ
ぱ
い

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
現
場
で
た
く
さ
ん
学
び
を

吸
収
し
、
保
育
士
と
し
て
さ
ら
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私

国や自治体を相手に、自然環境調
査や自然公園や緑地の計画に関す
るコンサルティングを行っています。

アジア航測株式会社　勤務（技術職）
大学院持続性社会創生科学研究科
農学専攻里地里山環境管理学コース
令和２年度修了

PROFILE

本部　星 さん

も と べ  あ か り

農学部
は
鳥
取
に
生
ま
れ
、
豊
か

な
自
然
と
温
か
い
人
々
に

囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
人
の
利
用
が
減
り
、
寂
れ
て

い
く
公
園
を
目
に
し
て
、
も
っ
と

人
が
集
ま
り
た
く
な
る
緑
地
空

間
を
創
り
た
い
と
思
い
、
鳥
取
大

学
農
学
部
へ
入
学
し
ま
し
た
。
在

学
中
は
緑
地
管
理
や
造
園
に
つ
い

て
学
ん
だ
ほ
か
、
研
究
を
通
じ
て

植
生
な
ど
の
調
査
技
術
、Ｇ
Ｉ
Ｓ

で
の
解
析
技
術
な
ど
を
十
分
に
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
鳥
取
を
離
れ
、
神
奈

川
で
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
培
っ

た
調
査
・
解
析
技
術
も
生
か
し
つ

つ
技
術
開
発
な
ど
に
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
上
司
や
先
輩

と
議
論
し
て
成
果
を
出
し
て
い
く

こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
最
近
、
地
元
の
同
級
生
が
地

域
お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
様
子
を

見
聞
き
す
る
と
、
う
ら
や
ま
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
い
つ
か
私

も
鳥
取
に
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
憩
い
の
空
間
を
つ
く
れ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
多
く
の

経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私

病棟業務や救急外来での診療を
行っています。2年間の初期研修中
は、さまざまな診療科を回り、将来の
進路について考える期間になります。

鳥取大学医学部附属病院　勤務
(研修医)
医学部医学科
令和元年度（2019年度）卒業

PROFILE

中垣  真 琴 さん

な か が き  ま こ と

医学部
在
、
初
期
研
修
医
と
し

て
2
年
目
を
迎
え
、
日
々

の
業
務
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
、「
チ
ー
ム
医
療
」と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た

が
、医
師
と
な
っ
た
今
、身
を
も
っ

て
そ
の
言
葉
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
看
護
師
、
臨
床
検
査
技

師
、
薬
剤
師
と
、
医
療
に
携
わ
る

職
種
を
挙
げ
る
と
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
全
て
の
職
種
が

患
者
さ
ん
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
仕
事
で
あ
り
、
互
い
を
尊
重

す
る
こ
と
が
質
の
高
い
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
生
死
に
関
わ
る
よ

う
な
状
況
に
遭
遇
し
、
何
も
で
き

な
い
自
分
自
身
の
不
甲
斐
な
さ

を
痛
感
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち

を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
、
こ
の
仕
事

が
や
り
が
い
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
謙
虚
に
、
そ
し
て
指
導
医

や
ほ
か
の
医
療
職
の
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

現
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社会で活躍する先輩た ちに今を聞く!卒業生から「メッセージ」が届きました
。

羽　  く
卒 業  生

ばた

シミュレーションと人工知能を活用
し、新規材料探索および実験指針
の策定、研究開発速度の加速に貢
献しています。

昭和電工株式会社　勤務（研究職）
大学院持続性社会創生科学研究科
工学専攻機械宇宙工学コース
令和元年度（2019年度）修了

PROFILE

角田  皓 亮 さん

か く だ  こ う す け

工学部
学
中
は
、物
理
学
・
数
学
・

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

駆
使
し
て
、
次
世
代
有
機
デ
バ
イ

ス
材
料
の
開
発
を
理
論
計
算
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学

院
に
進
学
後
は
産
官
学
連
携
し

た
幅
広
い
研
究
を
行
い
、
就
活
時

は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る

環
境
や
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
の
で
き
る
企
業
を
志
望

し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
電
工
で
は
、
入
社
1
年
目

か
ら
事
業
規
模
の
大
き
い
テ
ー
マ

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
高
い
専
門
性
や
現
場
と

の
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
る
中
で
、
新
人
で
あ
っ
た

私
は
な
か
な
か
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
と
き
に
支
え
に
な
っ
て
く

れ
る
の
は
上
司
や
先
輩
、
培
っ
て

き
た
経
験
と
知
識
に
な
り
ま
す
。

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、

不
撓
不
屈
の
精
神
で
取
り
組
み
、

成
果
を
出
せ
た
こ
と
は
大
き
な
自

信
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
自
身
の
ス
キ

ル
を
磨
き
、
計
算
科
学
よ
り
事
業

／
開
発
の
強
化
・
加
速
・
牽
引
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

在

1、2歳合同クラスの1歳児担任をして
います。子どもたちが安心して過ごす
ことができるよう生活面を援助したり、
毎日楽しい保育を考えたりしています。

大阪府柏原市こくぶこども園　勤務
（保育士）
地域学部地域学科 人間形成コース
令和2年度卒業

PROFILE

檜垣  早 苗 さん

ひ が き  さ な え

地域学部
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然

豊
か
な
場
所
で
の
び
の
び

と
育
つ
こ
と
が
で
き
る
保
育
を
し

た
い
と
思
い
、
鳥
取
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
で
は
幼
児
教
育

選
修
に
所
属
し
、
約
半
年
の
期
間

を
使
っ
て
一
つ
の
劇
を
完
成
さ
せ

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
題
材
を
選
び
、
演
出
を

考
え
、
衣
装
や
小
道
具
な
ど
一
か

ら
作
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

仲
間
と
創
り
上
げ
た
達
成
感
が
、

今
保
育
現
場
に
入
っ
て
か
ら
の
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
で
鳥
取
の
自
然
豊
か

な
土
地
で
保
育
を
見
た
り
、
講
義

で
森
の
よ
う
ち
え
ん
や
、
保
育
に

お
け
る
環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
を

知
っ
た
り
、
鳥
取
な
ら
で
は
の
学

び
を
得
ま
し
た
。

　
働
き
始
め
、
先
日
あ
っ
た
作
品

展
で
は
自
分
の
技
術
不
足
に
落
ち

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仲

間
と
協
力
し
て
作
る
こ
と
の
楽
し

さ
、
達
成
感
を
思
い
出
し
、
今
の

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
精
い
っ
ぱ
い

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
現
場
で
た
く
さ
ん
学
び
を

吸
収
し
、
保
育
士
と
し
て
さ
ら
に

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私

国や自治体を相手に、自然環境調
査や自然公園や緑地の計画に関す
るコンサルティングを行っています。

アジア航測株式会社　勤務（技術職）
大学院持続性社会創生科学研究科
農学専攻里地里山環境管理学コース
令和２年度修了

PROFILE

本部　星 さん

も と べ  あ か り

農学部
は
鳥
取
に
生
ま
れ
、
豊
か

な
自
然
と
温
か
い
人
々
に

囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
人
の
利
用
が
減
り
、
寂
れ
て

い
く
公
園
を
目
に
し
て
、
も
っ
と

人
が
集
ま
り
た
く
な
る
緑
地
空

間
を
創
り
た
い
と
思
い
、
鳥
取
大

学
農
学
部
へ
入
学
し
ま
し
た
。
在

学
中
は
緑
地
管
理
や
造
園
に
つ
い

て
学
ん
だ
ほ
か
、
研
究
を
通
じ
て

植
生
な
ど
の
調
査
技
術
、Ｇ
Ｉ
Ｓ

で
の
解
析
技
術
な
ど
を
十
分
に
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
鳥
取
を
離
れ
、
神
奈

川
で
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
培
っ

た
調
査
・
解
析
技
術
も
生
か
し
つ

つ
技
術
開
発
な
ど
に
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
上
司
や
先
輩

と
議
論
し
て
成
果
を
出
し
て
い
く

こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
最
近
、
地
元
の
同
級
生
が
地

域
お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
様
子
を

見
聞
き
す
る
と
、
う
ら
や
ま
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
い
つ
か
私

も
鳥
取
に
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
憩
い
の
空
間
を
つ
く
れ
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
多
く
の

経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私

病棟業務や救急外来での診療を
行っています。2年間の初期研修中
は、さまざまな診療科を回り、将来の
進路について考える期間になります。

鳥取大学医学部附属病院　勤務
(研修医)
医学部医学科
令和元年度（2019年度）卒業

PROFILE

中垣  真 琴 さん

な か が き  ま こ と

医学部
在
、
初
期
研
修
医
と
し

て
2
年
目
を
迎
え
、
日
々

の
業
務
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
、「
チ
ー
ム
医
療
」と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た

が
、医
師
と
な
っ
た
今
、身
を
も
っ

て
そ
の
言
葉
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
看
護
師
、
臨
床
検
査
技

師
、
薬
剤
師
と
、
医
療
に
携
わ
る

職
種
を
挙
げ
る
と
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
全
て
の
職
種
が

患
者
さ
ん
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
仕
事
で
あ
り
、
互
い
を
尊
重

す
る
こ
と
が
質
の
高
い
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
生
死
に
関
わ
る
よ

う
な
状
況
に
遭
遇
し
、
何
も
で
き

な
い
自
分
自
身
の
不
甲
斐
な
さ

を
痛
感
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち

を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
、
こ
の
仕
事

が
や
り
が
い
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
謙
虚
に
、
そ
し
て
指
導
医

や
ほ
か
の
医
療
職
の
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

現
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新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

工学部機械物理系学科
宇宙推進工学研究室

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　
令
和
3
年
4
月
に
鳥
取
大
学
に
着
任

し
ま
し
た
。
私
は
、三
重
県
出
身
で
、
東

京
大
学
で
学
位
を
取
得
後
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で

4
年
間
研
究
員
を
、
山
口
大
学
で
12
年

間
教
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
の
専
門

は
航
空
宇
宙
工
学
で
、レ
ー
ザ
ー
や
磁
場

を
使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
船
な
ど
、
少

し
Ｓ
Ｆ
チ
ッ
ク
な
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
人
類
は
、
燃
料
式
の
化
学
ロ

ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
宇
宙
へ
物
を
打
ち
上
げ

て
き
ま
し
た
が
、コ
ス
ト
が
高
く
、
宇
宙

開
発
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は

こ
れ
に
代
わ
る
安
価
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

レ
ー
ザ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
革
新

的
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
宙
船
は
大
気
圏
突
入
時
に

過
酷
な
加
熱
を
受
け
る
た
め
断
熱
材
に

よ
る
熱
防
御
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
安
全

性
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々

は
磁
場
を
用
い
て
不
可
視
の
盾
を
作
り
、

宇
宙
船
を
確
実
に
加
熱
か
ら
守
る
新
し

い
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
宇
宙
開
発
は
ま
だ
産
業
規
模
の
小
さ

い
分
野
で
す
が
、
逆
に
言
え
ば
将
来
性
の

あ
る
分
野
で
す
。
ま
た
、
独
自
の
特
殊

技
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
中

小
企
業
が
参
入
し
や
す
い
分
野
で
も
あ

り
ま
す
。
私
の
研
究
は
宇
宙
工
学
の
中

で
も
挑
戦
的
な
類
い
の
も
の
で
す
が
、
研

究
や
教
育
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

で〝
星
取
県
〞と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
や
地
元

企
業
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

た
ら
幸
い
で
す
。

　「
安
全
安
心
な
農
産
物
」「
農
産
物
の

生
産
性
向
上
」「
労
働
安
全
の
確
保
」な

ど
を
加
味
し
た
、
持
続
可
能
な
農
業
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、「
持
続
可

能
な
農
業
」が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
2
0
0
0
年
以
降
、「
食
の
安
全
」に

関
わ
る
事
故
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
背
景
に
、
農
産
物
の
栽
培
管
理
、

食
品
加
工
管
理
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
作
物
の
安
心
安
全

に
対
す
る
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
農
産
物
に

対
す
る
信
頼
を
目
に
見
え
る
形
に
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
私
の
所
属
す
る
鳥
取
大
学
農
学
部
附

属
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）で
は
、「
農
産
物
に
対
す
る
信

頼
」を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

「
農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）」を
導

入
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
私

の
研
究
分
野
で
あ
る
食
料
生
産
シ
ス
テ

ム
管
理
学
で
は
、
農
産
物
生
産
の
起
点

が
種
子
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
植
物

病
原
体
に
感
染
し
て
い
な
い
種
子（
健

全
性
種
子
）」に
関
す
る
研
究
を
行
い
、

「
目
に
見
え
な
い
健
全
性
を
目
に
見
え
る

形
に
す
る
こ
と
」で
信
頼
あ
る
農
業
生

産
の
起
点
の
確
立
に
つ
な
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」や「
健
全
種
子
研
究
」を
通

じ
て
、
学
生
の
皆
さ
ま
に
は「
農
産
物
へ

の
信
頼
」を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
に

育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

星
取
県
﹇
※
﹈
か
ら
宇
宙
工
学
を

目
に
見
え
な
い
も
の
へ
の
信
頼

葛山　浩 教授

か つ ら や ま  ひ ろ し

専門 先端宇宙推進・宇宙輸送工学
趣味 ジョギング／ドライブ／温泉

農学部附属
フィールドサイエンスセンター

鳥取大学着任日：2021年4月1日

木戸  一 孝 准教授

き ど  か ず た か

専門 食料生産システム管理学／植物病理学
趣味 ハイキング／映画鑑賞

地域学部地域学科
国際地域文化コース

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　
日
本
の
中
世
文
学
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
主
に
散
文
作
品
を
対
象
と
し
て
お

り
、
そ
の
一
つ『
徒
然
草
』は
誰
も
が
知

る
古
典
で
す
が
、
作
者
兼
好
の
時
代
に

随
筆
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
は
兼
好
は
何
を
目
指

し
た
の
で
し
ょ
う
。
外
国
の
文
字
で
あ

る
漢
字
を
用
い
て
表
現
し
て
き
た
日
本

の
文
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
兼
好
が
達

成
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た

の
か
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
ー

ニ
ュ
が『
エ
セ
ー
』を
書
い
た
の
は
十

六
世
紀
の
こ
と
で
す
が
、
い
ま
か
ら
七

百
年
前
に
成
立
し
た『
徒
然
草
』を
世

界
文
学
史
に
位
置
付
け
る
と
し
た
ら
ど

う
な
る
か
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
、「
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る

ほ
し
け
れ
」と
述
べ
た
兼
好
の
心
持
ち

に
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
い
く
よ
う
な
錯

覚
に
陥
り
ま
す
。

　
古
典
文
学
の
世
界
に
は
再
考
す
べ
き

問
題
が
い
ま
な
お
多
く
あ
り
、
私
の
研

究
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積
み
で
す
が
、

昨
年
4
月
に
地
域
学
部
国
際
地
域
文
化

コ
ー
ス
に
着
任
し
て
、
様
々
な
分
野
の

先
生
方
と
接
す
る
う
ち
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
角
か
ら
日
本
の
古
典
文
学
を
捉

え
る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
柔
軟
な
発
想
が
不
可
欠
で
す
。

ガ
チ
ガ
チ
に
固
ま
っ
た
私
の
思
考
を
解

放
す
る
に
は
、
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
鳥
取
大
学
は
こ
の
う
え
な
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。
時
間
も
ゆ
っ
た
り
流
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
鳥
取
で
の

研
究
生
活
に
ど
ん
な
可
能
性
が
詰
ま
っ

て
い
る
の
か
、
私
自
身
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　「
面
白
い
こ
と
を
鳥
取
か
ら
世
界

へ
！
」こ
ん
な
想
い
を
胸
に
、
令
和
3
年

1
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
私
は
島
根
県

津
和
野
町
出
身
で
、
平
成
14
年
に
鳥
取

大
学
を
卒
業
。
そ
の
後
7
年
間
、
山
陰

で
脳
神
経
内
科
医
の
基
礎
を
学
び
ま
し

た
。
平
成
20
年
か
ら
3
年
間
ド
イ
ツ
の

フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
奨
学
金
を
得
て
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
脳
機
能
研
究
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
脳
の
無
限
の

可
能
性
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
滞
在
中
は
、
ベ
ル
リ
ン

に
あ
る
森
鴎
外
の
下
宿
も
訪
ね
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
東
日
本
大
震
災
直
後
の
福

島
県
立
医
科
大
学
で
、
診
療
を
通
じ
て

復
興
の
応
援
を
し
な
が
ら
脳
研
究
を
続

け
ま
し
た
。
平
成
31
年
に
鳥
取
県
に
帰

り
、
県
内
中
部
の
病
院
で
勤
務
の
後
、
約

13
年
ぶ
り
に
母
校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
脳
の
可
塑
性
、

い
わ
ば
神
経
細
胞
の
柔
軟
性
に
関
す
る

こ
と
で
す
。脳
刺
激
で
潜
在
的
な「
脳
力
」

を
い
か
に
引
き
出
す
か
、
逆
に
柔
軟
性

が
失
わ
れ
た
神
経
疾
患
で
は
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
の
か
を
探
求
し
、
再
生
す

る
手
段
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
滞
在
中
は
世
界
一
美
味
い

ビ
ー
ル
を
飲
み
歩
き
ま
し
た
。
福
島
で

は
世
界
一
美
味
い
日
本
酒
を
楽
し
み
ま

し
た
。
鳥
取
で
は
診
療
を
行
い
な
が
ら
、

全
国
・
世
界
へ
発
信
で
き
る
面
白
い
仕

事
や
研
究
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
人
材
の
育
成
に

も
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
れ
づ
れ
に
思
ふ
こ
と

脳
の
無
限
の
可
能
性
を
求
め
て

米田  真 理 子 教授

よ ね だ  ま り こ

専門 日本中世文学
趣味 散歩／映画鑑賞

医学部医学科脳神経医科学講座
脳神経内科学分野

鳥取大学着任日：2021年1月1日

村上  丈 伸 助教

む ら か み  た け の ぶ

専門 臨床神経学
趣味 旅／マラソン／地酒・地ビール巡り

﹇
※
﹈星
取
県

鳥
取
県
は
、
ど
の
市
町
村
か
ら
も
天
の
川
が

見
え
、「
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
星
に
手
が
届

き
そ
う
」な
ほ
ど
美
し
い
星
空
を
持
つ
こ
と

か
ら「
星
取
県
」と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
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工学部機械物理系学科
宇宙推進工学研究室

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　
令
和
3
年
4
月
に
鳥
取
大
学
に
着
任

し
ま
し
た
。
私
は
、三
重
県
出
身
で
、
東

京
大
学
で
学
位
を
取
得
後
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で

4
年
間
研
究
員
を
、
山
口
大
学
で
12
年

間
教
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
の
専
門

は
航
空
宇
宙
工
学
で
、レ
ー
ザ
ー
や
磁
場

を
使
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
船
な
ど
、
少

し
Ｓ
Ｆ
チ
ッ
ク
な
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
人
類
は
、
燃
料
式
の
化
学
ロ

ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
宇
宙
へ
物
を
打
ち
上
げ

て
き
ま
し
た
が
、コ
ス
ト
が
高
く
、
宇
宙

開
発
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は

こ
れ
に
代
わ
る
安
価
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

レ
ー
ザ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
革
新

的
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
宙
船
は
大
気
圏
突
入
時
に

過
酷
な
加
熱
を
受
け
る
た
め
断
熱
材
に

よ
る
熱
防
御
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
安
全

性
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々

は
磁
場
を
用
い
て
不
可
視
の
盾
を
作
り
、

宇
宙
船
を
確
実
に
加
熱
か
ら
守
る
新
し

い
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
宇
宙
開
発
は
ま
だ
産
業
規
模
の
小
さ

い
分
野
で
す
が
、
逆
に
言
え
ば
将
来
性
の

あ
る
分
野
で
す
。
ま
た
、
独
自
の
特
殊

技
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
中

小
企
業
が
参
入
し
や
す
い
分
野
で
も
あ

り
ま
す
。
私
の
研
究
は
宇
宙
工
学
の
中

で
も
挑
戦
的
な
類
い
の
も
の
で
す
が
、
研

究
や
教
育
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

で〝
星
取
県
〞と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
や
地
元

企
業
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

た
ら
幸
い
で
す
。

　「
安
全
安
心
な
農
産
物
」「
農
産
物
の

生
産
性
向
上
」「
労
働
安
全
の
確
保
」な

ど
を
加
味
し
た
、
持
続
可
能
な
農
業
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、「
持
続
可

能
な
農
業
」が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
2
0
0
0
年
以
降
、「
食
の
安
全
」に

関
わ
る
事
故
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
背
景
に
、
農
産
物
の
栽
培
管
理
、

食
品
加
工
管
理
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
作
物
の
安
心
安
全

に
対
す
る
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
農
産
物
に

対
す
る
信
頼
を
目
に
見
え
る
形
に
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
私
の
所
属
す
る
鳥
取
大
学
農
学
部
附

属
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）で
は
、「
農
産
物
に
対
す
る
信

頼
」を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

「
農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）」を
導

入
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
私

の
研
究
分
野
で
あ
る
食
料
生
産
シ
ス
テ

ム
管
理
学
で
は
、
農
産
物
生
産
の
起
点

が
種
子
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
植
物

病
原
体
に
感
染
し
て
い
な
い
種
子（
健

全
性
種
子
）」に
関
す
る
研
究
を
行
い
、

「
目
に
見
え
な
い
健
全
性
を
目
に
見
え
る

形
に
す
る
こ
と
」で
信
頼
あ
る
農
業
生

産
の
起
点
の
確
立
に
つ
な
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」や「
健
全
種
子
研
究
」を
通

じ
て
、
学
生
の
皆
さ
ま
に
は「
農
産
物
へ

の
信
頼
」を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
に

育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

星
取
県
﹇
※
﹈
か
ら
宇
宙
工
学
を

目
に
見
え
な
い
も
の
へ
の
信
頼

葛山　浩 教授

か つ ら や ま  ひ ろ し

専門 先端宇宙推進・宇宙輸送工学
趣味 ジョギング／ドライブ／温泉

農学部附属
フィールドサイエンスセンター

鳥取大学着任日：2021年4月1日

木戸  一 孝 准教授

き ど  か ず た か

専門 食料生産システム管理学／植物病理学
趣味 ハイキング／映画鑑賞

地域学部地域学科
国際地域文化コース

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　
日
本
の
中
世
文
学
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
主
に
散
文
作
品
を
対
象
と
し
て
お

り
、
そ
の
一
つ『
徒
然
草
』は
誰
も
が
知

る
古
典
で
す
が
、
作
者
兼
好
の
時
代
に

随
筆
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
は
兼
好
は
何
を
目
指

し
た
の
で
し
ょ
う
。
外
国
の
文
字
で
あ

る
漢
字
を
用
い
て
表
現
し
て
き
た
日
本

の
文
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
兼
好
が
達

成
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た

の
か
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
ー

ニ
ュ
が『
エ
セ
ー
』を
書
い
た
の
は
十

六
世
紀
の
こ
と
で
す
が
、
い
ま
か
ら
七

百
年
前
に
成
立
し
た『
徒
然
草
』を
世

界
文
学
史
に
位
置
付
け
る
と
し
た
ら
ど

う
な
る
か
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
、「
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る

ほ
し
け
れ
」と
述
べ
た
兼
好
の
心
持
ち

に
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
い
く
よ
う
な
錯

覚
に
陥
り
ま
す
。

　
古
典
文
学
の
世
界
に
は
再
考
す
べ
き

問
題
が
い
ま
な
お
多
く
あ
り
、
私
の
研

究
課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積
み
で
す
が
、

昨
年
4
月
に
地
域
学
部
国
際
地
域
文
化

コ
ー
ス
に
着
任
し
て
、
様
々
な
分
野
の

先
生
方
と
接
す
る
う
ち
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
角
か
ら
日
本
の
古
典
文
学
を
捉

え
る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
柔
軟
な
発
想
が
不
可
欠
で
す
。

ガ
チ
ガ
チ
に
固
ま
っ
た
私
の
思
考
を
解

放
す
る
に
は
、
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
鳥
取
大
学
は
こ
の
う
え
な
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。
時
間
も
ゆ
っ
た
り
流
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
鳥
取
で
の

研
究
生
活
に
ど
ん
な
可
能
性
が
詰
ま
っ

て
い
る
の
か
、
私
自
身
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　「
面
白
い
こ
と
を
鳥
取
か
ら
世
界

へ
！
」こ
ん
な
想
い
を
胸
に
、
令
和
3
年

1
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
私
は
島
根
県

津
和
野
町
出
身
で
、
平
成
14
年
に
鳥
取

大
学
を
卒
業
。
そ
の
後
7
年
間
、
山
陰

で
脳
神
経
内
科
医
の
基
礎
を
学
び
ま
し

た
。
平
成
20
年
か
ら
3
年
間
ド
イ
ツ
の

フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
奨
学
金
を
得
て
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
脳
機
能
研
究
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
脳
の
無
限
の

可
能
性
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
滞
在
中
は
、
ベ
ル
リ
ン

に
あ
る
森
鴎
外
の
下
宿
も
訪
ね
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
東
日
本
大
震
災
直
後
の
福

島
県
立
医
科
大
学
で
、
診
療
を
通
じ
て

復
興
の
応
援
を
し
な
が
ら
脳
研
究
を
続

け
ま
し
た
。
平
成
31
年
に
鳥
取
県
に
帰

り
、
県
内
中
部
の
病
院
で
勤
務
の
後
、
約

13
年
ぶ
り
に
母
校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
脳
の
可
塑
性
、

い
わ
ば
神
経
細
胞
の
柔
軟
性
に
関
す
る

こ
と
で
す
。脳
刺
激
で
潜
在
的
な「
脳
力
」

を
い
か
に
引
き
出
す
か
、
逆
に
柔
軟
性

が
失
わ
れ
た
神
経
疾
患
で
は
ど
の
よ
う

に
変
化
す
る
の
か
を
探
求
し
、
再
生
す

る
手
段
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
滞
在
中
は
世
界
一
美
味
い

ビ
ー
ル
を
飲
み
歩
き
ま
し
た
。
福
島
で

は
世
界
一
美
味
い
日
本
酒
を
楽
し
み
ま

し
た
。
鳥
取
で
は
診
療
を
行
い
な
が
ら
、

全
国
・
世
界
へ
発
信
で
き
る
面
白
い
仕

事
や
研
究
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
人
材
の
育
成
に

も
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
れ
づ
れ
に
思
ふ
こ
と

脳
の
無
限
の
可
能
性
を
求
め
て

米田  真 理 子 教授

よ ね だ  ま り こ

専門 日本中世文学
趣味 散歩／映画鑑賞

医学部医学科脳神経医科学講座
脳神経内科学分野

鳥取大学着任日：2021年1月1日

村上  丈 伸 助教

む ら か み  た け の ぶ

専門 臨床神経学
趣味 旅／マラソン／地酒・地ビール巡り

﹇
※
﹈星
取
県

鳥
取
県
は
、
ど
の
市
町
村
か
ら
も
天
の
川
が

見
え
、「
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
星
に
手
が
届

き
そ
う
」な
ほ
ど
美
し
い
星
空
を
持
つ
こ
と

か
ら「
星
取
県
」と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　地方創生★政策アイデアコンテストにて、本学より出場し
た２団体が優秀な成績を収め、学長に報告しました。「御来
屋駅舎プロジェクト」は、御来屋駅周辺の観光名所巡りや名
産品製作体験などを組み合わせた日帰り観光客向けツアー
を中心とした、県外の人が集まりやすいコンテンツをつくり出
すアイデアを発表し、協賛企業賞を受賞。「学生団体ツナガ
ルドボク」は、地方短期滞在体験とインターンシップを融合
させた「暮らすインターン」というアイデアを発表し、優秀賞
を受賞しました。
　報告を受けた学長は「２団体とも素晴らしい発想で、地域
貢献に関する事業の実現に向けて頑張ってほしいし、大学
としても応援します。」と言葉を贈りました。

　令和3年度鳥取大学みらい基金事業伝達式を執り行いま
した。鳥取大学みらい基金は、本学の教育研究、学生支援、
国際交流、地域貢献などの各種事業を支援する目的で平成
21年度に設立したもので、学内外の方々からのご寄附によ
り運営しています。今年度は、学生支援事業として音楽サー
クル支援事業を選定し、吹奏楽用楽器の整備を行いました。
　式には鳥取大学吹奏楽団ウインドアンサンブル関係者を
はじめ約30名が出席し、中島学長から小早川吹奏楽団団
長に目録が贈呈されました。吹奏楽団を代表して小早川さ
んがこのたびの支援への謝辞を述べた後、吹奏楽団による
楽器のお披露目演奏が行われ、出席者からは盛大な拍手が
送られました。

※中海（なかうみ）
島根県の東部と鳥取県の西部にまたがって位置している、日本
では数少ない連結汽水湖。面積では日本で5番目に大きい湖。

コンテストで優秀な成績を収めた
学生団体が学長に報告

2021.12.23

中海・宍道湖一斉清掃に医学部学生が
ボランティアとして参加

2021.10.24

　ラムサール条約に登録されている中海※は、本学医学部
キャンパスに隣接しており、沿岸にある湊山公園とともに、
地域住民および学生の憩いの場となっています。毎年、地域
活動として米子市が実施している「中海清掃」に、令和3年
10月24日（日）、医学部学生がボランティアとして地域住民
の皆さんと一緒に参加しました。
　医学部では、キャンパス美化や環境保護などに取り組む
「クリーングリーン運動」を推進しており、今後もその活動範
囲を周辺地域にも展開し、活動に積極的に参加していく予
定です。

令和3年度
鳥取大学みらい基金事業伝達式を実施

2021.11.9

教
養
の
場

野添 姫七美さん

のぞえ  ひなみ

　この授業では国政を中心に学ぶことがで
きます。私は学部の専門科目である自治体
政策過程論も取っているので国と地方の政
治を比較しながら学べてとても面白いです。
また、学期中に衆議院選挙もあったのでより
興味を持つことができました。

● 授業を受けた感想は？

私は地歴公民の教員免許の取得を目指して
いるため社会系の科目を学びたかったのと、
高校の時に習った公民の中で政治分野に
興味があったので、大学ではより知識を深め
たいと思い受講しました。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域学部地域学科地域創造コース 1年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

地域学部地域学科 地域創造コース

担当教員

塩沢 健一教授

しおざわ  けんいち

政治学は、あるべき政治のすがたを議論する「政治哲学」と、あらゆる
政治的現象について因果関係を明らかにする「政治科学」に大別さ
れます。本講義では主として政治科学の分野で蓄積されてきた理論
や仮説を踏まえ、現実の政治が機能するメカニズムを解説します。

政治学教養
科目

全学共通科目

教養
科目

入門
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

知と実践の融合

素敵な大人
　
本
講
義
は
、
自
然
科
学
的
な
手
法
を
取
り

込
み
つ
つ
政
治
的
現
象
や
政
治
行
動
を
科
学
的

に
分
析
し
よ
う
と
す
る「
行
動
論
」や
、
制
度

が
政
治
的
決
定
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
す
る

「
制
度
論
」に
多
く
の
部
分
を
依
拠
し
て
、
政
治

を
科
学
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　「
政
治
」と「
科
学
」は
、
ど
う
結
び
つ
く
の
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
制
度
は
、
政
治
や
社
会
を

あ
る
特
定
の
方
向
に
仕
向
け
る
効
果
を
持
ち
ま

す
が
、
小
選
挙
区
制
の
下
で
は
二
大
政
党
制
が

促
進
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
因
果
関
係
が
特
定
の

制
度
の
下
で
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
事
実
の
詳

細
な
観
察
を
通
し
て
分
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た

効
果
は
選
挙
制
度
に
適
応
し
た
政
治
家
・
政
党

の
戦
略
や
、
有
権
者
個
々
人
の
行
動
の
集
積
が

も
た
ら
す
も
の
と
し
て
説
明
で
き
ま
す
。
し
か

し
一
方
で
、
今
日
の
日
本
政
治
に
お
け
る「
自

民
一
強
」と
い
わ
れ
る
現
実
を
通
し
て
、
単
に

制
度
さ
え
整
え
れ
ば
意
図
し
た
結
果
に
辿
り

着
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。

講
義
内
で
も
紹
介
す
る
よ
う
に
、制
度
上
の〝
勝

者
〞と
実
質
的
な〝
勝
者
〞が
異
な
る
こ
と
さ
え

起
こ
り
得
ま
す（
上
図
参
照
）。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
政
治
の
世
界
に「
唯

一
絶
対
の
正
解
」は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
に
気

付
く
は
ず
で
す
。
私
も〝
正
解
〞ら
し
き
も
の
は

で
き
る
だ
け
示
さ
ず
、
本
講
義
で
は
多
様
な
見

方
を
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
て
提
供
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

正
解
の
な
い〝
政
治
〞の

あ
ら
ゆ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

科
学
的
に
理
解
す
る

選挙における「民意」とは…？
（※計10選挙区で構成される小さな民主主義国家を想定）

↓

どちらが「民意」をより強く主張できる？？？
・ルール上は、A党が勝利（A＝６議席、B＝４議席）

・得票数を合計すると、B党が上回る

条件
◆小選挙区制（定数１）、各選挙区とも候補者は２人だけ
◆A・B両党は互いに対立する政策を主張している

A党

B党

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
選 挙 区

110

100

110

100

110

100

110

100

110

100

110

100

10

100

10

100

10

100

10

100
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WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　地方創生★政策アイデアコンテストにて、本学より出場し
た２団体が優秀な成績を収め、学長に報告しました。「御来
屋駅舎プロジェクト」は、御来屋駅周辺の観光名所巡りや名
産品製作体験などを組み合わせた日帰り観光客向けツアー
を中心とした、県外の人が集まりやすいコンテンツをつくり出
すアイデアを発表し、協賛企業賞を受賞。「学生団体ツナガ
ルドボク」は、地方短期滞在体験とインターンシップを融合
させた「暮らすインターン」というアイデアを発表し、優秀賞
を受賞しました。
　報告を受けた学長は「２団体とも素晴らしい発想で、地域
貢献に関する事業の実現に向けて頑張ってほしいし、大学
としても応援します。」と言葉を贈りました。

　令和3年度鳥取大学みらい基金事業伝達式を執り行いま
した。鳥取大学みらい基金は、本学の教育研究、学生支援、
国際交流、地域貢献などの各種事業を支援する目的で平成
21年度に設立したもので、学内外の方々からのご寄附によ
り運営しています。今年度は、学生支援事業として音楽サー
クル支援事業を選定し、吹奏楽用楽器の整備を行いました。
　式には鳥取大学吹奏楽団ウインドアンサンブル関係者を
はじめ約30名が出席し、中島学長から小早川吹奏楽団団
長に目録が贈呈されました。吹奏楽団を代表して小早川さ
んがこのたびの支援への謝辞を述べた後、吹奏楽団による
楽器のお披露目演奏が行われ、出席者からは盛大な拍手が
送られました。

※中海（なかうみ）
島根県の東部と鳥取県の西部にまたがって位置している、日本
では数少ない連結汽水湖。面積では日本で5番目に大きい湖。

コンテストで優秀な成績を収めた
学生団体が学長に報告

2021.12.23

中海・宍道湖一斉清掃に医学部学生が
ボランティアとして参加

2021.10.24

　ラムサール条約に登録されている中海※は、本学医学部
キャンパスに隣接しており、沿岸にある湊山公園とともに、
地域住民および学生の憩いの場となっています。毎年、地域
活動として米子市が実施している「中海清掃」に、令和3年
10月24日（日）、医学部学生がボランティアとして地域住民
の皆さんと一緒に参加しました。
　医学部では、キャンパス美化や環境保護などに取り組む
「クリーングリーン運動」を推進しており、今後もその活動範
囲を周辺地域にも展開し、活動に積極的に参加していく予
定です。

令和3年度
鳥取大学みらい基金事業伝達式を実施

2021.11.9

教
養
の
場

野添 姫七美さん

のぞえ  ひなみ

　この授業では国政を中心に学ぶことがで
きます。私は学部の専門科目である自治体
政策過程論も取っているので国と地方の政
治を比較しながら学べてとても面白いです。
また、学期中に衆議院選挙もあったのでより
興味を持つことができました。

● 授業を受けた感想は？

私は地歴公民の教員免許の取得を目指して
いるため社会系の科目を学びたかったのと、
高校の時に習った公民の中で政治分野に
興味があったので、大学ではより知識を深め
たいと思い受講しました。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
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に
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た
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共
通
科
目
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プ
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ま
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。

地域学部地域学科地域創造コース 1年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

地域学部地域学科 地域創造コース

担当教員

塩沢 健一教授

しおざわ  けんいち

政治学は、あるべき政治のすがたを議論する「政治哲学」と、あらゆる
政治的現象について因果関係を明らかにする「政治科学」に大別さ
れます。本講義では主として政治科学の分野で蓄積されてきた理論
や仮説を踏まえ、現実の政治が機能するメカニズムを解説します。
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◆A・B両党は互いに対立する政策を主張している
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本
号
の
特
集
は「
地
域
に
根
ざ
す
鳥

取
大
学
」と
題
し
て
、
本
学
と
地
域
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る「
地
域
価
値

創
造
研
究
教
育
機
構
」の
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
で
は

地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
大
学
を

目
指
し
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
本
号
で
は
学
生
を
中
心
と
し
た

地
域
活
動
を
メ
イ
ン
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。
大
学
を
飛
び
出
し
て
、
生
き
生
き

と
活
動
す
る
学
生
の
姿
は
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
取
材
に
協
力
い

た
だ
い
た「
ば
ば
の
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
今
年
度
入
学
し
た
1
年
生
が
立
ち

上
げ
た
も
の
で
、
意
識
の
高
さ
や
行
動

力
に
感
心
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活

動
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
地
域
と
本

学
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
読
者
の
皆
様

に
新
た
な
発
見
を
お
届
け
で
き
て
い
ま

し
た
ら
幸
い
で
す
。
ま
た
、
本
誌
を
読

ん
だ
学
生
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。

　

今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し

て
取
材
や
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
当
た
る
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
読
者
の
皆
様
の
ご
意
見

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　

体
育
会
体
操
競
技
部
は
週
に
5
日

（
月
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日
）、
第
二
体

育
館
で
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
日
々
の
部
活
動
は
、
代
々

の
先
輩
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
基
に
、
各
自
が
必
要
な
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
部
員
は
面
白
い
人

が
多
く
、
個
性
強
め
な
が
ら
努
力
家
ぞ
ろ

い
。
実
は
み
ん
な
体
操
競
技
の
初
心
者
な

ん
で
す
が
、
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合

い
な
が
ら
懸
命
に
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

体
操
競
技
の
魅
力
は
、
常
に
高
み
を
目

指
し
続
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
技
の
数

が
と
て
も
多
い
の
で
、
在
学
中
に
全
て
を

習
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
簡
単

な
技
で
あ
っ
て
も「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
」

「
指
先
を
伸
ば
す
」な
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
突
き
詰
め
て
完
成
度
を
上
げ
て
い
く

と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
五
大
学
学
生
競
技
大
会
で
は
現

在
、
団
体
男
子
は
3
連
覇
中
。
昨
年
と

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
大
会
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
4
連
覇
に
向
け
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

現
役
部
員
が
12
名
し
か
お
ら
ず
、
特
に

1
年
生
の
人
数
が
少
な
い
の
で
、
部
員
を

た
く
さ
ん
増
や
す
こ
と
も
大
き
な
目
標
の

一
つ
で
す
。
体
操
競
技
部
に
入
部
す
れ
ば

筋
骨
隆
々
に
な
れ
る
上
に
、
熱
い
青
春
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
操
競
技
は
難

し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
が

手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
い
つ
で
も
気
軽
に
第
二
体
育
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
部
員
一
同
、
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
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部
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フ
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タ
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日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00 会　場

鳥取県立図書館 2階 大研修室
（鳥取市尚徳町101）

zoomを利用してご自宅でも視聴できます。

申込フォーム➡

テーマ／講師

サイエンス・アカデミーのご案内
要予約 受講料無料

技術部化学バイオ・生命部門
松浦 祥悟 ／ 柗見 吉朗

鳥取大学の教育・研究を陰で支える黒子
～技術職員～の紹介

※中止となる場合もあります。

2/26土

農学部生命環境農学科　講師
木原 奈穂子

「地域資源」ってなに？どうやって活用するの？
‐“草刈り隊”によるリアルな地域活性化術‐3/12土

医学部保健学科　助教
徳嶋 靖子

いくつになっても  おひとり様になっても！
地域で健やかに暮らすヒント　
～県内のある地域における調査結果から～3/26土

LIVE

米子市立図書館、倉吉市立図書館、
琴浦町立図書館、加藤文太郎記念図書館、
大山町立図書館※、南部町立図書館※

でライブ中継による聴講ができます。
※印の図書館は、第4土曜日のみ

●事前申し込み制です！
　開催の前の月から受付を開始いたします。申し込みの締
め切りは開催日の前日正午です。ただし、満席の場合は
お断りすることもありますのでお早めにお申込みください。
●キャンセルされる場合は前日の正午までにご連絡をお願
いいたします。
●コロナウィルス感染状況により、中止または延期、開催方
法を変更する場合がございます。
●発熱やせきなど体調に不良のある場合はご遠慮ください。 
●マスク着用と手指消毒にご協力ください。

〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL.0857-31-6777　FAX.0857-31-6708
【E-mail】koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp　【Web】https://www.core.tottori-u.ac.jp/

受講のお申し込みは
申込フォーム・電話・FAX・メール・郵送

にてお願いします

鳥取大学 地域価値創造研究教育機構 地域連携推進室

本学の基本理念に基づく目標の達成のために助成し、
もって本学の振興に資することを目的としています。

経済的理由により修学が困難な学生を
支援することを目的としています。

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

鳥取大学では、学生・若手研究者等支援、教育研究、国際交流及び地域貢献などの事業を支援するため、
基金を設置しています。本学の各種事業にご支援いただきますようお願いいたします。

鳥取大学の基金

みらい基金 修学支援事業基金

国立大学法人鳥取大学 総務企画部 総務企画課お問い
合わせ 〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101

 E-mail  kikin@ml.adm.tottori-u.ac.jp

Tel 0857-31-5006
鳥取大学の基金鳥取大学の基金について詳しくは

支援事業のために 学生支援のために

ご寄附：1口 1,000円
ご協力をお願いする寄附金

※1口1,000円から、何口でも結構です。

ご寄附の申込方法　※詳細は「鳥取大学の基金」のWebサイトをご参照ください。

インターネットからのご寄附（クレジット決済）1

郵便局（ゆうちょ銀行）・銀行振込でのご寄附
※Webサイトから、払込取扱票等お取り寄せフォームをご利用ください。

2

教育研究支援事業

教育研究の設備整備、
高度化の支援などを行います。

国際交流支援事業

本学学生の留学、外国人留学生の
修学、学術交流の活性化の
支援などを行います。

若手研究者等支援事業

学生又は不安定な雇用状態にある
研究者が行う研究活動の
支援などを行います。

学生支援事業

優秀な学生への奨学金、
課外活動の支援などを行います。

地域貢献支援事業

地域との連携推進、産官学の
連携強化の支援などを行います。

教育研究支援事業

授業料、入学料又は寄宿料を
免除する支援を行います。

国際交流支援事業

海外への留学に係る費用を
支援します。

学生支援事業
学資を給付又は貸与する
支援を行います。

（鳥取大学とりりん奨学金）

地域貢献支援事業

学生を教育研究に係る業務に
雇用するために係る
経費を支援します。

その他

その他の事業で、大学の発展に
資する事業を行います。

鳥取大学
イメージキャラクター

“とりりん”

派遣学生や留学生の支援課外活動の支援優秀学生や修学支援のための奨学金
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【E-mail】koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp　【Web】https://www.core.tottori-u.ac.jp/

受講のお申し込みは
申込フォーム・電話・FAX・メール・郵送

にてお願いします

鳥取大学 地域価値創造研究教育機構 地域連携推進室

本学の基本理念に基づく目標の達成のために助成し、
もって本学の振興に資することを目的としています。

経済的理由により修学が困難な学生を
支援することを目的としています。

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

鳥取大学では、学生・若手研究者等支援、教育研究、国際交流及び地域貢献などの事業を支援するため、
基金を設置しています。本学の各種事業にご支援いただきますようお願いいたします。

鳥取大学の基金

みらい基金 修学支援事業基金

国立大学法人鳥取大学 総務企画部 総務企画課お問い
合わせ 〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101

 E-mail  kikin@ml.adm.tottori-u.ac.jp

Tel 0857-31-5006
鳥取大学の基金鳥取大学の基金について詳しくは

支援事業のために 学生支援のために

ご寄附：1口 1,000円
ご協力をお願いする寄附金

※1口1,000円から、何口でも結構です。

ご寄附の申込方法　※詳細は「鳥取大学の基金」のWebサイトをご参照ください。

インターネットからのご寄附（クレジット決済）1

郵便局（ゆうちょ銀行）・銀行振込でのご寄附
※Webサイトから、払込取扱票等お取り寄せフォームをご利用ください。

2

教育研究支援事業

教育研究の設備整備、
高度化の支援などを行います。

国際交流支援事業

本学学生の留学、外国人留学生の
修学、学術交流の活性化の
支援などを行います。

若手研究者等支援事業

学生又は不安定な雇用状態にある
研究者が行う研究活動の
支援などを行います。

学生支援事業

優秀な学生への奨学金、
課外活動の支援などを行います。

地域貢献支援事業

地域との連携推進、産官学の
連携強化の支援などを行います。

教育研究支援事業

授業料、入学料又は寄宿料を
免除する支援を行います。

国際交流支援事業

海外への留学に係る費用を
支援します。

学生支援事業
学資を給付又は貸与する
支援を行います。

（鳥取大学とりりん奨学金）

地域貢献支援事業

学生を教育研究に係る業務に
雇用するために係る
経費を支援します。

その他

その他の事業で、大学の発展に
資する事業を行います。

鳥取大学
イメージキャラクター

“とりりん”

派遣学生や留学生の支援課外活動の支援優秀学生や修学支援のための奨学金
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塩﨑一郎（工学部）
藏田修一（総務企画課）

西村正広（医学部）
保坂理和子（研究推進機構）

関　耕二（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

會見忠則（委員長・農学部）
辻　　渉（農学部）

鳥取大学広報誌 検索検索

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  https://www.tottori-u.ac.jp/ask/  をご覧ください

世界をリードする染色体工学
現在、そして未来の創薬シーズを生み出す

注目の
研究

工学部社会システム土木系学科
構造工学研究室

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 4/30（土） 10名様
合計

文房具セット
鳥取大学オリジナル

特
集 地域に根ざす鳥取大学

つながる × 協働する

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

ふせん

シャープ
ペンシル

とりりん
クリアファイル

社会で活躍する先輩たちに今を聞く！羽ばたく
卒業生

教養の場

新任教員
紹介

地域学部／医学部／工学部
農学部附属フィールドサイエンスセンター

教養科目「政治学」


